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岩
見
通
の
都
市
計
画
道
路
の
変
更
を
進
め
、

今
後
も
計
画
的
な
都
市
形
成
を
図
り
ま
す
。

【
住
宅
環
境
】

　
「
住
生
活
基
本
計
画
」「
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
」に
基
づ
き
、
日
進
団
地
の
整
備
に

着
手
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
合
っ

た
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　

白
滝
浄
水
場
の
建
設
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
安
国
浄
水
場
に
予
備
の
地
下
水
源

を
開
発
し
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
遠
軽
道
の
駅
整
備
に
伴
う
上
下
水

道
の
整
備
、
生
活
環
境
の
改
善
や
雨
水
、
浸

水
対
策
を
図
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
整
備
及

び
遠
軽
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
工

事
を
進
め
ま
す
。

【
防
災
体
制
】

　

関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
災
害
対
策
本
部

要
員
に
よ
る
図
上
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
浸
水
想
定
区
域
等
を
追
加
し
た
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
用
食
糧
や
資
機
材
等
の
計
画

的
な
備
蓄
の
ほ
か
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機
の

更
新
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
ご
み
処
理
】

　

ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
・
再
資
源
化
を

進
め
、
旭
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
延

命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
え
ん
が
る
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
機
に
、
ご
み
処
理
の

広
域
化
を
進
め
ま
す
。

携
し
て
、
Ｊ
Ｒ
の
最
大
限
の
自
助
努
力
や
国

の
実
効
性
あ
る
支
援
を
求
め
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
、
費
用
負
担
を
含
め
検
討
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
田
原
地
域
に
お
い
て
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、

民
間
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
運
行
補
助
を
行
い
、

公
共
交
通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
住
み
ご
こ
ち
の
良

い
暮
ら
し
の
場
づ
く
り

【
都
市
計
画
】

平
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度

施
政
執
行
方
針遠軽町長　佐々木修一

　平成30年度は、高規格道路の遠軽
ＩＣまでの延伸を見据え、スキー場
ロッジを併設した「遠軽道の駅」建設
工事に着手するほか、まちの活性化
と町民のよりどころとなる「（仮称）え
んがる町民センター」の整備について
は、町民の皆様による検討協議会で
議論を行っていただいており、基本
設計がおおむねまとまったことから、
平成31年度着工に向けた実施設計を
進めてまいります。
　また、公共事業の早期発注等によ
る地域経済の活性化に努めるととも
に、人と人との繋がりを大切にした
魅力ある施設づくり、まちづくりの
基本となる産業基盤の充実、未来を
担う子どもたちの教育と各世代に応
じた福祉政策、各地域の振興を柱に、
予算編成を行いました。

化
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
遠
軽
Ｉ
Ｃ
の

早
期
供
用
開
始
に
向
け
た
整
備
促
進
並
び
に

地
域
高
規
格
道
路「
遠
軽
北
見
道
路
」の
整
備

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
に
要
請

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
40
号
、
南
1
丁
目
中
通
等

の
改
良
舗
装
工
事
及
び
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
受
託

事
業
と
し
て
40
号
線
踏
切
の
拡
幅
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、
小
型
除
雪
車
を
購
入
し
、
除

排
雪
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

　

現
在
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
石

北
本
線
の
存
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
圏
活
性
化
期
成
会
や
沿
線
自
治
体
と
連

人
と
自
然
に
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り

【
森
林
】

　

水
源
の
か
ん
養
、
国
土
の
保
全
、
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
、
大
切
な
自
然
環
境
を
守
る

た
め
、
計
画
的
な
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
河
川
】

　

町
河
川
の
氾
濫
を
防
止
し
、
災
害
に
対
す

る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ト
ー
ウ
ン

ナ
イ
川
河
川
維
持
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
道
路
】

　

昨
年
３
月
に
丸
瀬
布
Ｉ
Ｃ
か
ら
遠
軽
瀬
戸

瀬
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
開
通
し
、
地
域
経
済
の
活
性
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平成30年度　施政執行方針

活
気
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
未
来

に
つ
な
が
る
産
業
づ
く
り

【
農
業
】

　

第
一
次
産
業
の
明
る
い
未
来
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
る
た
め
、
奨
励
作
物
の
振
興
と

し
て
、
ア
ス
パ
ラ
の
作
付
面
積
を
拡
大
す
る

た
め
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
組

織
体
制
の
下
、
新
規
就
農
及
び
後
継
者
対
策

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
畜
産
】

　

草
地
の
整
備
や
更
新
、
公
共
牧
場
の
管
理

向
上
と
機
能
強
化
を
図
り
、
酪
農
の
経
営
安

定
に
努
め
ま
す
。

【
鳥
獣
被
害
対
策
】

　

遠
軽
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
基
本
に
猟

友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
エ
ゾ
シ
カ
、
ヒ

グ
マ
な
ど
の
駆
除
・
捕
獲
を
実
施
し
、
農
林

産
物
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
林
業
】

　

民
有
林
振
興
対
策
事
業
な
ど
に
対
し
引
き

続
き
助
成
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
林
業
担
い
手
対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、

町
有
林
の
適
正
な
管
理
と
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
家
庭
学
校
に
あ
る
１
９
６

４
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゆ
か
り
の
展
示
林
に

つ
い
て
、
２
０
２
０
東
京
大
会
へ
の
活
用
を

働
き
掛
け
る
た
め
、
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
等
関

連
施
設
へ
の
木
材
の
提
供
や
森
林
認
証
の
取

得
、
林
地
台
帳
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

【
商
工
業
】

　

中
小
企
業
者
が
行
う
高
度
化
事
業
に
対
す

る
助
成
の
対
象
業
種
を
拡
大
し
、
遠
軽
町
全

域
の
商
工
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

【
観
光
】

　

外
国
人
観
光
客
に
よ
る
消
費
の
取
り
込
み

を
図
る
た
め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
事
務
局

の
体
制
整
備
の
ほ
か「
遠
軽
道
の
駅
」の
整
備

に
向
け
た
人
件
費
や
施
設
運
営
に
係
る
調
査

・
検
討
な
ど
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
観
光

協
会
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
生
活
づ
く
り

【
保
健
対
策
】

　

健
康
診
断
や
各
種
検
診
へ
の
参
加
を
積
極

的
に
呼
び
か
け
、
病
気
の
予
防
と
早
期
治
療

を
促
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
健
康
増
進
、

保
健
予
防
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
医
療
】

　

関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、
医
師
の
確

保
に
向
け
て
引
き
続
き
要
請
を
行
い
、
医
療

機
関
や
診
療
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
子
育
て
環
境
】

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基

づ
き
、
次
世
代
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
幼
稚
園
へ
の

支
援
や
中
学
生
の
入
院
費
助
成
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
乳
幼
児
健
診
及
び
き
め
細
か
な

相
談
体
制
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
き
が
い

を
持
ち
な
が
ら
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
り
も
の
乗
車
助
成
事
業

を
継
続
し
、
高
齢
者
の
余
暇
活
動
や
社
会
参

加
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

【
障
が
い
者（
児
）福
祉
】

　

関
係
団
体
と
連
携
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

【
子
ど
も
教
育
】

　

子
ど
も
の「
生
き
る
力
」と「
郷
土
を
愛
す

る
心
」を
育
む
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
に

学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
家
庭
教
育
】

　

学
校
、
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
や
家
庭

教
育
情
報
の
発
信
な
ど
の
支
援
、
父
母
・
親

子
の
交
流
な
ど
を
通
じ
た
情
報
交
換
・
学
習

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
】

　

各
世
代
が
学
べ
る
学
習
機
会
の
充
実
と
情

報
発
信
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

【
芸
術
・
文
化
活
動
】

　

芸
術
・
文
化
活
動
を
継
承
、
拡
大
し
て
い

く
た
め
の
事
業
を
展
開
し
、
各
団
体
が
連
携

し
て
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】

　

体
育
関
係
団
体
と
連
携
し
、
各
種
教
室
や

大
会
の
開
催
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
え
ん
が
る
球
技
場
を
中
心
と
し

た
体
育
施
設
の
利
用
促
進
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
合
宿
の
受
け
入
れ
体
制
を
一
層
充
実
さ
せ
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
国
際
交
流
】

　

姉
妹
都
市
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
バ
ス
ト
ス
市
で

行
わ
れ
る
入
植
90
周
年
の
記
念
式
典
等
に
出

席
し
、
文
化
交
流
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

町
民
と
町
が
気
軽
に
対
話
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

【
広
報
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
広
聴
】

　

町
民
と
町
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築

し
、
対
話
に
よ
り
意
見
を
反
映
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
自
衛
隊
】

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
遠
軽
駐
屯
地
の
存

置
活
動
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
】

　

地
域
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
自
治
会
等
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　

行
政
改
革
の
取
組
み
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
基
づ
い
た
事
業
の
管
理
に
よ
る
健
全
な

財
政
基
盤
を
確
立
す
る
一
方
、
社
会
情
勢
や

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
効
果
的
な
事
業

運
営
に
努
め
、
効
率
の
良
い
財
政
運
営
と
財

政
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
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平成30年度　教育行政執行方針

ジ
オ
パ
ー
ク
と
連
携
し
た
事
業
展
開
や
郷

土
館
の
文
化
財
保
護
と
普
及

■
宿
泊
研
修
施
設
キ
ラ
ラ
ン
清
里
の
和
室
床

等
改
修
工
事
や
遠
軽
町
郷
土
館
下
水
道
接

続
工
事
な
ど
に
よ
る
社
会
教
育
、
社
会
体

育
施
設
の
整
備
充
実
と
適
切
な
維
持

■
各
図
書
館
・
図
書
室
の
蔵
書
資
料
の
充
実

と
読
書
の
普
及
促
進
、
生
涯
学
習
活
動
の

支
援
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
向
上
と
町

民
に
親
し
ま
れ
る
運
営

【
社
会
体
育
の
主
要
事
業
】

■
町
民
の
健
康
増
進
や
体
力
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会

の
開
催

■
社
会
体
育
施
設
の
有
効
活
用
と
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
誘
致
関
係
団
体
と

の
連
携
・
協
力
の
下
、
各
種
大
会
や
合
宿

な
ど
の
誘
致
活
動

■
遠
軽
地
域
社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

と
連
携
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

■
瀬
戸
瀬
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
拡
張
工
事
、
生

田
原
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
地
下
タ
ン
ク
改

修
工
事
、
総
合
体
育
館
用
移
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
購
入
な
ど
施
設
の
適
切
な

維
持
と
整
備
充
実

■
遠
軽
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
の
進
学
・
就

職
支
援
、
学
級
数
維
持
・
生
徒
確
保
の
支

援
に
対
す
る
助
成
及
び
、
子
ど
も
の
遠
軽

高
等
学
校
へ
の
進
学
促
進

■
丸
瀬
布
小
学
校
耐
震
改
修
工
事
、
東
小
学

校
こ
と
ば
の
教
室
改
修
工
事
、
生
田
原
中

学
校
放
送
設
備
更
新
工
事

■
学
校
給
食
施
設
の
改
善
や
備
品
の
更
新
、

衛
生
管
理
と
調
理
関
係
職
員
の
健
康
管
理

の
徹
底
に
よ
る
食
中
毒
防
止
や
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
な
ど
の
安
全
対
策
に
よ
る
学

校
給
食
の
適
切
な
提
供

社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
と
社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
第

3
次
遠
軽
町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、

町
民
の
多
様
な
学
習
活
動
に
対
す
る
奨
励
・

援
助
を
行
い
、
生
涯
各
期
の
学
習
機
会
提
供

な
ど
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
主
要
事
業
】

■
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
地
域
の
各

種
事
業
を
推
進
し
、
芸
術
・
文
化
に
触
れ

る
機
会
や
発
表
・
交
流
の
場
な
ど
の
提
供

■
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
保
護
者
に

対
す
る
学
習
機
会
や
子
育
て
資
料
に
よ
る

情
報
提
供

■
高
齢
者
大
学
や
生
涯
学
習
講
座
な
ど
各
種

学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
、
有
志
指
導
者

の
育
成
、
社
会
教
育
関
係
団
体
に
対
す
る

支
援

■
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
白
滝

大
■
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
と
通
学
実
態
に
合

わ
せ
た
経
費
の
助
成

■
ス
キ
ー
授
業
に
か
か
る
リ
フ
ト
代
全
額
を

町
が
負
担

■
中
学
校
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
と
国
際
理
解
教
育
に
向
け

て
、
言
語
や
文
化
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

英
語
指
導
助
手
の
配
置
と
活
用

■
学
校
の
学
習
環
境
整
備
に
児
童
・
生
徒
用

の
机
、
椅
子
の
更
新

■
中
学
校
の
普
通
教
室
で
、
分
か
る
授
業
に

活
用
す
る
た
め
大
型
テ
レ
ビ
、
専
用
台
、

実
物
投
影
機
を
購
入

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
と
中
学

校
が
連
携
し
、
さ
ら
に
幼
保
、
高
校
へ
と
広

げ
、
教
育
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、

展
開
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
連

携
を
基
に
し
て「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
と
、
そ
の

基
盤
と
な
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
主
要
事
業
】

■
特
別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け

た
支
援
員
の
増
員
充
実

■
就
学
援
助
費
の
給
与
対
象
経
費
区
分
の
拡

平
成
30
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

　平成29年11月、遠軽町教育委員会
は国の教育改革に基づき、教育委員長
と教育長を一本化した新たな教育長に
よる教育委員会制度に移行し、これま
で同様、町とともに教育行政の執行に
あたってまいります。

遠軽町教育委員会

　　教育長　河原英男

　平
成
30
年
度
施
政
執
行
方
針
及
び
教

育
行
政
執
行
方
針
を
要
約
し
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　な
お
、
各
執
行
方
針
の
全
文
は
、
遠

軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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平成30年度　遠軽町予算

平成30年度　遠軽町予算
【各会計予算額】

会計名 予算額 会計名 予算額

一般会計 １４９億　　８００万円 水道事業
収入 １０億５，４８０万円

特別会計 ４６億　　　５７万円 支出 １２億１，０９４万円
国民健康保険 ２３億　　３０７万円 下水道事業
後期高齢者医療 ３億１，７２３万円 収入 １６億　　９８１万円
介護保険 １８億７，６８４万円 支出 １８億７，６４３万円
個別排水処理事業 １億　　３４３万円 予算総額 ２２５億９，５９４万円

【一般会計予算の概要】

区分及び予算額 主な事業

議会費 ・議会活動８，７９２万円
総務費 ・町民センター整備

・道の駅整備
・遠軽高等学校通学者等助成
・大型免許等資格取得支援
・貸切バス利用補助

・地域公共交通
・生活安全灯改修（遠軽、生田原）
・紋別空港利用促進助成
・石北本線利用促進３１億８，１７６万円

民生費 ・障害者総合支援
・高齢者のりもの乗車助成
・子ども・子育て支援

・介護職員初任者研修費助成
・緊急通報システム２７億２，０５２万円

衛生費 ・遠軽地域医療対策
・インフルエンザ予防接種助成
・医療費助成

・上武利地区給水施設整備
・旧清掃センター解体１３億７，４１４万円

労働費 ・遠紋地域人材開発センター助成２，２６５万円
農林水産業費 ・地域特産物育成

・就農支援
・畑地帯総合整備

・道営草地整備
・畜産担い手育成総合整備
・小規模土地改良４億６，５１３万円

商工費 ・特産品等開発 ・上武利地区第２号源泉施設整備６億　　２６４万円
土木費 ・橋梁長寿命化

・小型除雪車更新
・岩見通道路改良舗装
・南１丁目中通道路改良舗装
・山の手団地公営住宅長寿命化改修
・日進団地公営住宅整備
・学田団地公営住宅解体
・あけぼの団地公営住宅解体
・安国中央定住促進住宅水洗化

・西区26号線排水整備
・市街地40号線道路改良舗装
・南町４丁目通道路改良舗装
・東２線道路防雪柵設置
・ふくろ団地公営住宅整備
・水谷団地公営住宅解体
・生野団地公営住宅解体
・東区団地公営住宅解体

２２億　　１０４万円

消防費 ・Ｊ－アラート受信機更新 ・防災マップ作成７億４，３８０万円
教育費 ・丸瀬布小学校耐震改修

・東小学校ことばの教室改修
・南小学校給食室空調設備改修
・生田原中学校放送設備更新
・小中学校机・椅子購入
・教育用デジタルテレビ購入

・丸瀬布生涯学習館外壁改修
・遠軽町郷土館下水道接続
・瀬戸瀬パークゴルフ場拡張
・生田原スポーツセンター地下タンク改修
・総合体育館用移動式バスケットゴール更新

１３億４，７８２万円

災害復旧費 ・災害対策１，６００万円
公債費 ・公債費償還２１億３，４５８万円
予備費 ・予備費１，０００万円
歳出計
１４９億　　８００万円

　平成30年度予算の概要をお
知らせします。
　なお、詳しい内容を掲載し
た冊子「まちの収入と使いみ
ち」は、６月にお届けします。
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中
小
企
業
等
の
皆
様
を

応
援
し
ま
す
！

遠
軽
町
中
小
企
業
等
支
援
事
業（
補
助
制
度
）の
ご
案
内

■
制
度
概
要

　

町
内
で
工
場
等
を
新
設
・
増
設
・
移
転
す

る
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
企
業

　

次
の
１
〜
５
の
条
件
を
全
て
満
た
す
企
業

が
対
象
で
す
。

１
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
企
業

・
物
の
製
造
ま
た
は
加
工
を
行
う
施
設

・
農
業
・
工
業
製
品
開
発
の
た
め
の
試
験
研

究
施
設

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
施
設

・
観
光
施
設

・
宿
泊
施
設

・
林
業
施
設

２
．
同
じ
施
設
を
対
象
に
、
他
の
町
条
例
に

定
め
る
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
企
業

３
．
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
期
間

中
で
は
な
い
企
業

【
要
件
②
に
該
当
す
る
企
業
】

・
基
準
年
度（
※
１
）か
ら
５
年
間
の
分
割
に

よ
り
１
千
万
円
の
範
囲
内
で
、
建
物
及
び

償
却
資
産
の
投
資
総
額
の
１
０
０
分
の
30

に
相
当
す
る
額

（
※
１
）基
準
年
度
と
は
、
当
該
資
産
に
初
め

て
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
と

な
っ
た
年
度
で
す
。

■
申
込
方
法

　

基
準
年
度
の
11
月
30
日
ま
で
に
次
の
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
指
定
申
請
書

・
最
近
２
期
の
営
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表

及
び
損
益
計
算
書

・
工
場
等
建
物
の
平
面
図
、
設
備
配
置
図
、

敷
地
内
施
設
配
置
図
及
び
位
置
図

・
生
産
工
程
図

・
工
場
等
の
建
築
確
認
通
知
書
及
び
検
査
済

証
の
写
し

・
工
場
等
に
係
る
工
事
・
土
地
売
買
契
約
書

及
び
こ
れ
に
係
る
領
収
書
の
写
し

・
法
人
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本
及
び
定
款

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
た
書
類

４
．
町
税
等
を
全
て
納
付
し
て
い
る
企
業

５
．
町
内
に
工
場
等
を
新
設
・
増
設
・
移
転

す
る
に
伴
い
、
次
の
要
件
①
・
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
企
業

【
要
件
①
】

　

従
業
員
が
５
人
以
上
増
加
し
、
固
定
資
産

の
投
資
総
額
が
３
千
万
円
以
上
の
場
合
。

【
要
件
②
】

　

従
業
員
の
増
加
が
５
人
未
満
で
、
固
定
資

産
の
投
資
総
額
が
５
０
０
万
円
以
上
の
場
合
。

※
平
成
34
年
３
月
末
ま
で
に
事
業
が
完
了
す

る
企
業
が
該
当
し
ま
す
。

■
補
助
率
な　

　
ど

【
要
件
①
に
該
当
す
る
企
業
】

・
基
準
年
度（
※
１
）か
ら
5
年
間
、
各
年
度

の
当
該
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
等
の
額

に
相
当
す
る
額

・
基
準
年
度
に
お
い
て
新
設
・
増
設
・
移
転

に
伴
い
増
加
す
る
従
業
員
数
に
対
し
、
５

年
間
の
分
割
に
よ
り
１
５
０
０
万
円
の
範

囲
内
で
、
１
人
に
つ
き
50
万
円
を
加
算
し

た
額

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
た
額

　
町
で
は
、
中
小
企
業
等
の
皆
様
が
、
持
続

的
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
店
舗
近
代
化
助
成
制
度
は
、
対
象

業
種
を
拡
大
し
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
も

対
象
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
の
上
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９

■
制
度
概
要

　

町
内
で
小
売
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
・
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
方
が
店
舗
を
近

代
化（
新
築
・
増
築
・
改
築
・
移
転
・
新
設

・
増
設
・
改
修
）す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
対
象
業
種
の
範

囲
を
広
げ
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
小
売
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

　

資
本
金
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
５
千
万

円
以
下
で
、
常
時
雇
用
の
従
業
員
数
が

50
人
以
下

②
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

　

資
本
金
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
５
千
万

円
以
下
で
、
常
時
雇
用
の
従
業
員
数
が

１
０
０
人
以
下

企
業
振
興
促
進
制
度

店
舗
近
代
化
助
成
制
度

中
小
企
業
等
の
皆
様
を

中
小
企
業
等
の
皆
様
を

応
援
し
ま
す
！

応
援
し
ま
す
！
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・
店
舗
の
近
代
化
が
完
了
す
る
時
点
に
お
い

て
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人（
本
店
の
住
所
が
町
内
に
あ
る
法
人
）

・
店
舗
の
近
代
化
に
係
る
工
事
・
売
買
の
契

約
を
町
内
の
事
業
者
と
結
ん
で
い
る
方

※
売
買
に
つ
い
て
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
は
町
外
事
業
者
と
の
契
約
も
該
当
し
ま

す
。

・
店
舗
の
近
代
化
に
係
る
建
物
、
土
地（
工
事

契
約
日
前
１
年
以
内
に
取
得
し
た
も
の
）、

単
価
10
万
円
以
上
の
償
却
資
産
の
費
用
総

額
が
税
抜
き
で
３
０
０
万
円
以
上
の
方

・
同
じ
店
舗
を
対
象
に
町
か
ら
他
の
補
助
金

等
を
受
け
て
い
な
い
方

・
町
税
等
を
全
て
納
付
し
て
い
る
方

・
平
成
34
年
3
月
末
ま
で
に
店
舗
の
近
代
化

工
事
が
完
了
す
る
方

※
こ
の
助
成
制
度
を
受
け
て
い
る
期
間
中
で

あ
っ
て
も
、
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

店
舗
以
外
の
店
舗
を
近
代
化
し
た
場
合
は

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
補
助
率
な　

　
ど

　

店
舗
近
代
化
経
費
の
１
０
０
分
の
30
以
内

の
額（
限
度
額
５
０
０
万
円
）を
、
３
年
間
の

分
割
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

事
業
着
手
の
７
日
前
ま
で
に
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
商
工
業
振
興
事
業
計
画
書

・
町
内
事
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
工
事
等
の

見
積
書
の
写
し

・
法
人
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本
、
定
款
な
ど

企
業
の
概
要
を
説
明
す
る
た
め
の
書
類

■
制
度
概
要

　

町
の
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
特
産
品
等

の
開
発
や
、
外
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
改
良
す

る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
、
団
体
ま
た

は
個
人

・
町
税
等
を
全
て
納
付
し
て
い
る
方

■
対
象
事
業

・
新
商
品
の
開
発　
地
域
資
源
等
を
生
か
し

た
特
産
品
等
を
新
た
に
開
発
し
、
商
品
化

す
る
事
業

・
既
存
商
品
の
改
良　
地
域
資
源
等
を
生
か

し
て
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
等
に
外
装
を
改
良
す
る
事
業

■
補
助
率
な　

　
ど

・
新
商
品
の
開
発　
対
象
経
費
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
50
万
円
、
下
限
額
10
万
円
）

・
既
存
商
品
改
良　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
30
万
円
、
下
限
額
10
万
円
）

・
補
助
回
数　
１
事
業
者
１
年
度
に
１
回

　
（
最
長
２
年
度
ま
で
補
助
可
能
）

■
申
込
方
法

　

事
業
を
開
始
す
る
前
に
、
商
工
観
光
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
審
査
方
法

　

遠
軽
町
特
産
品
等
開
発
支
援
事
業
審
査
会

議
で
、
申
請
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
書
類
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
事
業
の
開
始

　

審
査
会
議
で
承
認
さ
れ
た
後
、
事
業
を
開

始
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【補助の対象となる経費】

謝金 専門的な知識を有する者の指導、相談等を受け、その謝礼として
の費用

旅費 研修、調査及び販売促進活動等に要する費用
指導者及び講師を招へいするための費用

消耗品費 消耗器材品を購入した費用

印刷製本費 チラシ、パンフレット、包装紙、商品説明書等を印刷する費用

修繕費 施設等を修繕するための費用

通信運搬費 郵送料、郵券代、宅配料

広告宣伝費 新聞（チラシ折込みを含む）、テレビ、ラジオ、インターネット等
で宣伝する費用

手数料 品質検査や栄養成分の分析等にかかる費用

委託料 パッケージ、ラベル等のデザイン製作の委託にかかる費用
マーケティングやブランディングのための委託にかかる費用

使用料及び借上料 試食会を行う会場を借り上げたときにかかる費用
試作品を製作する際に機械装置を借り上げたときにかかる費用

原材料費 試作品を製作する際の材料などにかかる費用

備品購入費 商品開発に係る機械装置等を購入する費用

その他 特産品等開発を円滑・適正に実施するため必要と認められる費用

【補助の対象とならない経費】
・人件費、食糧費
・補助対象者の経常的な管理運営費
・光熱水費や電気料など明確に区分できない費用

●
用
語
の
説
明

【
地
域
資
源
等
】

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
の

ほ
か
、
自
然
、
風
土
、
歴
史
、
文
化
そ

の
他
地
域
の
特
性
を
有
す
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

【
特
産
品
等
】

　

地
域
資
源
等
を
活
用
し
て
製
造
さ
れ

た
商
品
で
、
ま
ち
の
魅
力
の
発
信
に
つ

な
が
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

遠軽町中小企業等支援事業（補助制度）のご案内

特
産
品
等
開
発
支
援
制
度

▲平成29年度に制度を
活用した特産品
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わ
が
ま
ち
の
つ
う
し
ん
ぼ

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
  

結
果
報
告

　町
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
普
段
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
か
、
町
民
目
線
で
町
政
運
営
を

見
つ
め
直
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
行
政
評
価
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
行
政
評

価
を
行
う
際
、
町
が
行
う
行
政
活
動
が
、

皆
さ
ん
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け

て
い
る
の
か
を
図
る
た
め
の
指
標（
も

の
さ
し
）と
す
る
た
め
実
施
し
た
も
の

で
、
こ
の
た
び
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
目
的

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
町
が
行
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
対
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
が「
ど
の
程
度
重
要
と
考
え
て
い
る

の
か
」「
ど
れ
く
ら
い
満
足
し
て
い
る
の
か
」

を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
も
、
町
の
将
来
の
発
展
の
方
向
性
と

目
標
を
定
め
た「
第
２
次
遠
軽
町
総
合
計
画
」

に
掲
げ
て
い
る
38
施
策（
ま
ち
づ
く
り
の
方

策
、
取
組
）か
ら
12
事
業
を
選
定
し「
重
要

度
」と「
満
足
度
」を
伺
い
ま
し
た
。

調
査
の
方
法

　

調
査
対
象
、
調
査
期
間
及
び
調
査
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
調
査
対
象

平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
で
、
町
内
に
在
住

す
る
18
歳
以
上
79
歳
以
下
の
方
の
中
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
３
千
人

■
調
査
期
間

平
成
29
年
11
月
29
日
〜
12
月
15
日

■
調
査
方
法

調
査
対
象
者
の
う
ち
、
調
査
票
発
送
時
ま
で

に
死
亡
、
転
出
な
ど
し
た
方
を
除
い
た
３
千

人
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
返
信
用
封
筒
に
よ

り
回
収（
無
記
名
式
）

回
答
の
状
況

　

調
査
実
施
者
３
千
人
の
う
ち
、
１
１
４
１

人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
回
答
率
は
38
・
０
％
と
な
り
前
回

の
調
査
の
回
答
率
36
・
５
％
と
比
べ
て
１
・

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
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■町民ニーズ度による事業の改善目標

町民ニーズ度 改善の度合い
及び必要性 改善目標の内容（目安）

 　　～3.99 低
満足度を下げずに、コス
トを下げながら町民サー
ビスの維持を検討する事
業

 4.00～5.99

満足度を下げずに、コス
トを下げながら町民サー
ビスの一部内容の見直し
や改善を検討する事業

 6.00～7.99

満足度を向上させるため、
町民サービスの一部内容
の見直しや改善を検討す
る事業

 8.00～9.99
満足度を向上させるため、
町民サービスの組合せを
検討する事業

10.00～　 　 高
満足度を向上させるため、
町民サービスの抜本的な
見直しを検討する事業

答
の
合
計
が「
普
通
」「
や
や
不
要
」「
不
要
」の

回
答
を
合
わ
せ
た
合
計
を
上
回
っ
て
お
り
、

世
代
間
に
お
い
て
関
心
の
違
い
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

満
足
度
に
つ
い
て
も『
ご
み
収
集
事
業
』が

最
も
高
い
事
業
と
な
り『
健
康
診
査
事
業
』、

『
広
報
紙
発
行
事
業
』と
続
い
て
お
り
、
町
が

行
う「
環
境
保
全
」や「
保
健
」、「
町
民
と
の
ふ

れ
あ
い
」に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
良
好
な
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
民
ニ
ー
ズ
度

　

町
民
の
満
足
度
を
改
善
す
る
た
め
の
指
数

と
し
て
、
重
要
度
に
応
じ
て
満
足
度
を
ど
の

程
度
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
表
す
も

の
が「
町
民
ニ
ー
ズ
度
」で
す
。

　

町
民
ニ
ー
ズ
度
は
重
要
度
と
満
足
度
の
結

果
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
対
し
て

の
要
望
に
ど
れ
だ
け
応
え
て
い
る
の
か
を
数

値
化
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
満
足
度
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
な

ど
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
事
業
と
な
り
、
逆

に
数
値
が
低
い
場
合
は
、
現
在
の
満
足
度
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
事
業
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
町
民
ニ
ー

ズ
度
が
最
も
高
か
っ
た
の
は『
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
事
業
』の
７
・
56
で
、
次
い
で『
道

路
橋
り
ょ
う
維
持
事
業
』の
６
・
81
と
な
り
、

逆
に
最
も
低
か
っ
た
の
が『
ご
み
収
集
事
業
』

の
５
・
69
で
し
た
。

調
査
の
概
況

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
12
事
業
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、

【
質
問
１
】あ
な
た
に
と
っ
て
の
重
要
度
は
？

【
質
問
２
】あ
な
た
の
満
足
度
は
？

と
い
う
質
問
を
し
、「
重
要
・
満
足
」を
最
大

値
５
と
し
て「
や
や
重
要
・
や
や
満
足
」「
普

通
」「
や
や
不
要
・
や
や
不
満
」「
不
要
・
不

満
」の
５
段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
統
計
的
に
数
値
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

重
要
度
と
満
足
度

　

今
回
調
査
し
た
12
事
業
の
中
で
重
要
度
が

最
も
高
か
っ
た
の
が『
ご
み
収
集
事
業
』で
し

た
。
約
２
人
に
１
人
が「
重
要
」と
回
答
し
、

「
や
や
重
要
」と
合
わ
せ
る
と
７
割
以
上
を
占

め
、
重
要
度
は
最
高
値
が
５
・
00
で
あ
る
の

に
対
し
４
・
28
に
も
上
り
ま
し
た
。
年
代
別

に
み
て
も
特
定
の
年
代
に
限
ら
ず
、
全
て
の

年
代
で
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て『
健
康
診
査
事
業
』が
４
・
25
、『
高

齢
者
の
り
も
の
乗
車
助
成
事
業
』が
４
・
03

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

重
要
度
を
問
う
質
問
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
と
関
わ
り
の
深
い
事
業
が
重

要
視
さ
れ
る
一
方『
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業
』、

『
文
化
祭
事
業
』な
ど
は「
普
通
」の
回
答
が
多

く
、
重
要
度
が
低
く
な
る
結
果
に
な
り
ま
し

た
。『
緑
化
推
進
事
業
』に
つ
い
て
は
、
60
代

と
70
代
に
お
け
る「
重
要
」「
や
や
重
要
」の
回

町民アンケート
結果報告

■質問した12事業と調査結果

事業名
重要度 満足度 町民ニーズ度

順位 順位 順位
①エネルギー対策
　事業 3.20 12 2.93 12 6.62 6

②道路橋りょう維
　持事業 3.98 4 3.29 5 6.81 2

③緑化推進事業 3.63 7 3.15 7 6.72 4

④ごみ収集事業 4.28 1 3.67 1 5.69 12

⑤鳥獣被害防止対
　策事業 3.84 5 3.03 10 7.56 1

⑥大型免許等資格
　取得支援事業 3.37 9 3.08 8 6.47 7

⑦健康診査事業 4.25 2 3.56 2 6.12 10

⑧高齢者のりもの
　乗車助成事業 4.03 3 3.32 4 6.77 3

⑨文化祭事業 3.21 11 3.05 9 6.26 9

⑩移住定住促進事
　業 3.35 10 3.01 11 6.67 5

⑪広報紙発行事業 3.76 6 3.46 3 5.79 11

⑫地域集会施設管
　理事業 3.57 8 3.24 6 6.28 8

　町民ニーズ度は、下記の算式のとおり事業の重
要度に対し満足していない度合いを掛けて表して
います。
重要度×満足度不足値（満足度最大値－満足度）
＝町民ニーズ度
【例：「①エネルギー対策事業」の場合】
　3.20×（5.00－2.93）＝6.62となります。

■町民ニーズ度の計算方法
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　今回の調査報告書と寄せられた意見の
詳細は、町ホームページまたは次の公共
施設でご覧いただけます。

■閲覧場所
【遠軽地域】
役場１階及び２階企画課、げんき21、教育
委員会、図書館、福祉センター、総合体育
館、えんがる温水プール、木楽館
【生田原地域】
生田原支所、安国出張所、
オホーツク文学館
【丸瀬布地域】
丸瀬布支所
丸瀬布中央公民館
【白滝地域】
白滝支所、白滝図書室

　今回お寄せいただいた貴重なご意見
は、今後のまちづくりの参考にさせてい
ただきます。
　アンケートに協力していただいた町民
の皆さん、ありがとうございました。

　

問企画課☎42 ‐ 4818

町民アンケート
結果報告

事
業
に
対
す
る
意
見

　　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
満
足
や
不

満
の
理
由
、
そ
の
他
の
意
見
に
つ
い
て
も
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
中
か
ら
３
事
業
に
対
す
る

意
見
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

■
ご
み
収
集
事
業（
重
要
度
１
位
、
満
足
度
１

位
、
町
民
ニ
ー
ズ
度
12
位
）

　

ご
み
収
集
事
業
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

が
、「
燃
や
す
ご
み
の
種
類
が
増
え
て
良
か
っ

た
」と
の
意
見
で
、
全
体
の
２
割
近
く
あ
り

ま
し
た
。
一
方
で
、「
資
源
ご
み
の
分
別
方
法

が
わ
か
り
づ
ら
い
」と
の
意
見
も
同
じ
く
ら

い
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
え
ん
が
る
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た
こ
と
に
よ
る
意
見

は
、
非
常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自由意見
　アンケート調査に寄せられた、さ
まざまな意見や要望などを、原文の
まま一部抜粋してご紹介します。

乳幼児健診の時の「はじめまし
て絵本」は、絵本を頂け

てとてもうれしく、図書館を利用する
きっかけになる取り組みだと思いまし
た。

白滝ジオパークの宣
伝を

もっとしてほしいです。せっかく素晴
らしい施設なので、国道や道道等に目
立つ看板を設置したり、もっと人を呼
び込むと良いと思います。

石北線の事が大きく報道さ
れていたが、廃止と

ならないようＪＲに強く要請して
ほしい。数回会議をされているよ
うであるが、厳しい事もあるがが
んばってください。

遠軽町は、人の暮らしと自然
が調和した、特徴のあ

る町だと思います。その特徴を生かし
たまちづくりと、若い人が働ける職場
をぜひ確保してください。

遠軽町の産業の１つの農業に
ついて、農家が減って

いる中ですが、もっと農家の大小にか
かわらず、農家一軒一軒が生活基盤が
安定して、一軒でも減るのではなく、
増えるようなことについて、いろいろ
考えてほしい。遠軽町から農業をなく
すということは考えられないと思う。

年金暮らしのお年寄りが安心
して生活できる町にして

ほしいと思います。また、高齢者
でも元気なうちは１人で生活でき
るようなサポート体制を充実して
ほしいと思います。知恵のあるお
年寄りが、ボランティアに参加で
きるよう、広報等を通じて募集し
てほしいと思います。

無料で子どもたちがいっぱい遊
べる施設は造れないので

しょうか？子どもが来て遊ぶと親が来
る、そうすると、施設以外でも地元商
店を利用し、町が少なからず活性化す
ると思います。

もっと遠軽をアピールできる
イベント等が実施でき

れば、町外から人が集まって町の収益
増につながる。そうすれば、いろいろ
な部分にお金を使えるのではないかと
思う。難しいことはわかるが、何か人
がたくさん集まるイベントを考えてほ
しい。

全体を通して、町行政として町
の活性化発展に向けて、町

民と直接意見交換する場をつくって
いっていただきたいと感じます。町民
の声を聞くことが大切と考えます。

大物文化人である町出身の安彦
先生、またその作品を町を

上げて記念館的なものは造れないので
しょうか？ガンダムファン以外にも安
彦先生のファンの方が来町していただ
けることは間違いないと思います。

30～40代の役場職員の意見
を聞き、行政に取

り入れる取り組みを行うという記事が
載っていましたが、大変いいこと。知
恵を出すことは常に問題意識があり、
かつ一般常識も必要、情報収集力も要
求されます。そのような職員が増える
ことは役所内の活性化にもつながる。
考えなくても給料をもらえる体制では
いいアイデアは浮かびません。どうか
優秀な職員を多く育ててください。38の施策を町民のどれほどがわかっているのでしょうか？アン

ケートをとるのも良いですが、もっと
町民に浸透させるべきだと思います。
このアンケートが今後、有効に生かさ
れるようお願いします。もっと町民側
に立った行政運営を！！

■
健
康
診
査
事
業（
重
要
度
２
位
、
満
足
度
２

位
、
町
民
ニ
ー
ズ
度
10
位
）

　

健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
は
、「
検
診
の
費

用
を
助
成
し
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
」

と
い
う
意
見
や
、
助
成
拡
大
を
求
め
る
意
見

が
約
２
割
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も

「
自
分
の
健
康
状
態
が
分
か
り
助
か
っ
て
い

ま
す
」、「
疾
病
の
早
期
発
見
に
は
必
要
」と
い

う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業（
重
要
度
５
位
、

満
足
度
10
位
、
町
民
ニ
ー
ズ
度
１
位
）

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

キ
ツ
ネ
、
カ
ラ
ス
対
策
を
求
め
る
意
見
が
約

４
割
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も「
狩
猟

者
の
育
成
助
成
、
担
い
手
確
保
の
充
実
」と

い
っ
た
意
見
も
１
割
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

（資料編）

平成30年2月総務部企画課

平成29年度 遠軽町行政評価

町民アンケート調査
結 果 報 告 書

総務部企画課

平成29年度　遠軽町行政評価　

町民アンケート調査結 果 報 告 書

平成30年2月

平成30年４月号 10



2018年
シーズン 町内観光施設オープン情報

5/26OPEN!

　周囲を白樺林に囲
まれた自然味あふれ
るキャンプ場です。
　ここをベースに、
ひらやまへの登山、
湧別川でのフィッシ
ングなどのアウトド
アを満喫することが
できます。

白滝高原キャンプ場

■開園期間　５月26日（土）～10月８日（月）
■予約受付開始　４月２日（月）から
■キャンプ場予約　４月２日（月）～５月25日（金）は、
白滝支所産業課で平日のみ受け付けます。
　５月26日（土）以降はキャンプ場管理棟で受け付
けます。（受付時間はどちらも午前８時45分～午後
５時30分）

　

問白滝支所産業課48 ‐ 2212
　キャンプ場管理棟48 ‐ 2803

4/28OPEN!

　北海道遺産である森
林鉄道蒸気機関車・雨
宮21号が、今年も４月
28日（土）から運行します。
　なお、現在、一昨年
の台風災害からの復旧
工事を行っており、７
月21日（土）から各種遊
具・キャンプ場の第２
オートサイトが使用で
きるよう準備を進めて
います。

丸瀬布森林公園いこいの森
■開園期間　４月28日（土）～10月21日（日）
※雨宮21号は、土日・休日のみ運行（ゴールデンウ
イーク及び夏休み期間は毎日運行）
■開園時間　午前９時～午後５時
※雨宮21号は、午前10時～午後４時30分までの30
分ごとに運行します。（午後０時30分は運休）
■キャンプ場予約　４月２日（月）午前８時45分～
　平日は丸瀬布支所産業課、開園後の土日・休日
は丸瀬布郷土資料館で受け付けます。

　

問丸瀬布支所産業課47 ‐ 2213
　丸瀬布郷土資料館47 ‐ 2466

■公園の開園期間　４月28日（土）～11月２日（金）
※虹のひろばは10月21日（日）まで
■園内施設の開館時間
・虹のひろば　午前９時～午後５時
・サンヒルハウス、文化研修館
　午前９時～午後10時
■休園日　無休（サンヒルハウス・文化研修館は毎
週月曜日が休館日。月曜日が休日の場合はその翌
日。７月18日～８月26日は無休）
■各施設の予約受付　４月２日（月）から
　太陽の丘えんがる公園
では、芝ざくらの開花に
併せて、夜間ライトアッ
プを予定しています。
　また、５月20日（日）
には、芝ざくらの前でジ
ンギスカンコーナーやカ
ラオケ大会など盛りだく
さんの花見イベント「花・満腹ひろば」を開催します。

　

問商工観光課42 ‐ 4819

4/28OPEN! 太陽の丘えんがる公園
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
費

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た

「
遠
軽
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
環
境
に
優
し
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
推
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
地
球
温
暖

化
問
題
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
抑
制
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

近
年
で
は
、
防
災
力
の
向
上
や
地
域
活
性

化
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な「
遠
軽
町
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
平
成
28
年
度
に
策
定

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み

や
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
費
用
に
対
す
る

助
成
制
度
の
継
続
実
施
な
ど
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
助
成
制
度
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。
制
度
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
工
事
着
工
前
に
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

要
件
や
申
請
時
に
必
要
と
な
る
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
企
画
課

☎
42
‐
４
８
１
８

ペレットストーブ
購入費補助金

　町民の方や町内事業者等が、ペレットストーブを
町内事業者から新たに購入し、自ら居住する住宅や
活動する事業所に設置する場合に、費用の一部を助
成します。

■募集開始日　４月２日（月）
■募集件数　３件
■補助金の額（上限額30万円）
　次の①と②を合算した金額が補助金の額となりま
す。（千円未満切捨て）
①ペレットストーブ本体に係る経費の全額
②付帯資材及び設置工事に係る経費の２分の１

■対象となるストーブ
新品で未使用のもの
※現在使用しているペレットストーブを更新する場
合や、まき兼用のストーブを設置する場合は対象
になりません。

■利用状況の報告
　設置した翌月から、24か月分の利用状況を報告し
ていただきます。

■完成届の最終提出期限
平成31年２月28日（木）

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金

　町内の事業者から購入した住宅用太陽光発電シス
テムを、自ら居住する町内の戸建て住宅に設置する
町民に対して、費用の一部を助成します。

■募集開始日
４月２日（月）
■募集件数
・新築住宅　４件
・既築住宅　３件

■補助金の額
・新築住宅　１kW当たり30万円（上限額90万円）
・既築住宅　１kW当たり10万円（上限額30万円）

■新築住宅の条件
　町内事業者により新築する住宅であって、平成４
年新省エネルギー基準（断熱材及び防湿材について）
に適合する住宅が対象となります。

■対象システム
①太陽電池モジュールの公称最大出力の合計値が１
kW以上10kW未満のもの。
②新品で未使用のもの。
③低圧配電線と逆潮流ありで連系し、電力会社と電
灯契約を締結するもの。
④省エネナビ、または省エネナビと同等以上の機能
を備えた表示機器が設置されているもの。
⑤今年度中に設置工事を着工し、完成するもの。

■利用状況の報告
　設置した翌月から12か月分の利用状況を報告して
いただきます。
■完成届の最終提出期限
平成31年３月29日（金）
※平成30年度の買取価格は、１kWhあたり28円にな
る見込みです。

な生活応援します!
エコ
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“縁（えん）があるまち”
遠軽町まち・ひと・しごと創生総合戦略助成事業の一部を

お知らせします

■対象条件　次の４項目全てを満たす団体
①町内の小中学校及び高校に在籍する児童生徒で構成
②各種大会、練習試合、研修会等に参加
③町内事業者が所有または運行する貸切バスを使用
④大会等に参加するため、他の補助金や助成金を受け
ていない
■対象期間　平成31年３月31日までに参加する大会等
■補助額　貸切バス運賃・料金またはリース料金の半
額（車両１台につき限度額３万円）及び、備品等を運搬

する費用。１団体につき年度内４回まで。
■申請手続　申請は精算払いのほか、概算払いができ
ます。精算払いの場合はバス利用後速やかに、概算払
いの場合はバス利用のおおむね２週間前までに次の書
類を提出してください。
①申請書
②貸切バス等の使用に係る領収書（概算払いの場合は
見積書）
③大会等への参加を確認できる書類

スポーツ少年団や部活動等で貸切バス等を利用する経費の一部を補助します

大型免許等の資格取得費用の一部を助成します
■助成対象免許
・第一種～大型、準中型、中型、大特、けん引
・第二種～大型、中型、普通、大特、けん引
※自動二輪や第一種普通免許は対象になりません。
■対象条件　次の４項目全てを満たす方
①遠軽町に３年以上住所を有する方、または遠軽町に
住所を有し、町内の事業所に勤務している方
②第一種～18歳以上40歳未満の方
　第二種～21歳以上65歳未満の方
③対象免許を取得し、教習料金を支払った方
④町税等に滞納が無い方

■対象期間
　平成31年３月31日までに免許を取得した方。
■助成額
　教習料金の半額（限度額20万円）。年度内１人２回。
※検定料等、一部対象にならない経費があります。
■申請手続
　免許取得後１か月以内に次の書類を企画課に提出し
てください。
①申請書
②資格取得を証明する書類（運転免許証の写し等）
③教習機関が発行した領収書

遠軽地区（遠軽町・湧別町・佐呂間町）以外の市町村から遠軽高校へ通学等をする費用の一部を助成します
■対象　次のいずれかに該当する方
①遠軽地区以外から遠軽高校へ通学する生徒の保護者
②遠軽地区以外の生徒で、町内に下宿したり間借りし
たりするなど、家賃や食費を支払って遠軽高校へ通
学する生徒の保護者
※次に該当する場合は、対象になりません。
・通学定期券を購入しない場合
・自家用車の運転手が、通学距離に相当する分の通勤
手当等の給付を受けている場合
・同一の借家、間借り等から２人以上が通学する場合
は１人分のみ対象
・遠軽高校の授業料を滞納している場合
■対象月数
①全日制課程及び定時制課程（３年次卒業コース）
１学年及び２学年は12か月分、３学年は11か月分
②定時制課程（４年次卒業コース）
１～３学年は12か月分、４学年は11か月分

■助成額
①通学定期券を購入して通学する生徒
購入額の２分の１以内の額で、上限月額１万円（千
円未満切り捨て）
②自家用車等の送迎により通学する生徒は月額５千円
③下宿等から通学する生徒
下宿等の費用の２分の１以内の額で、上限月額３万
円（千円未満切り捨て）
■申請手続
　毎年４月～９月分は10月末までに、10月～翌年３月
分は４月末までに、遠軽高校を経由して次の書類を提
出してください。
　ただし、退学等により助成の対象に該当しなくなっ
た場合は、速やかに申請してください。
①遠軽高等学校通学者等助成金交付申請書
②通学定期券及び領収書、下宿等費用の領収書（写し
でも可）

申請・問 企画課☎42‐4818
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白銀のオホーツクに魅せられて
第33回湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会

　２月25日、第33回湧別原野オホーツククロスカント
リースキー大会が開催されました。
　今大会には、新設された10キロメートルコースを含む
最短５キロメートルから最長80キロメートルまでの個人
６コースと、５人１チームで95キロメートルを走破する
駅伝コースに1,108人が参加しました。
　湧別原野に広がる白銀の世界に魅せられた参加者たちは、
各休憩所でボランティアの方々から飲み物や食べ物を受け
取り、温かい声援を背に自己記録更新に向けた熱い滑りや、
家族や友人と一緒にゆったりとした滑りでゴールを目指し、
オホーツクの大地を体いっぱいに感じていました。

世界トップスキーヤーたちの熱い戦い
FISファーイーストカップ2018

　３月５日から７日の３日間、えんがるロックバレースキー
場で、国際スキー連盟公認のアルペンスキー国際大会「FIS
ファーイーストカップ2018　アトミックカップ・遠軽信用金
庫杯・デサントカップ」が開催されました。
　大会には、平

ピョン

昌
チャン

オリンピック日本代表の４選手をはじめ、
ロシアやヨーロッパなど海外16か国の選手を含む167人が参
加し、１日目は大回転、２日目と３日目には回転の競技が行わ
れました。
　ワールドカップの出場権を得るため、果敢に旗門を攻める選
手たちの滑りは、スキー場内に実況と解説で紹介され、観客た
ちは世界トップスキーヤーの滑りを間近で体感していました。
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毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!

新たな冬の観光資源を探る
遠軽冬の観光モニターツアー

　３月３日と４日の２日間、遠軽町観光振興協議会が企画した遠
軽冬の観光モニターツアーが行われ、町外から参加した16人が
観光施設を巡りました。
　このうち、虹のひろばで行われた紙製の大きなランタンに火を
灯し、気球のように空へ飛ばす試みでは、闇夜に舞う幻想的なと
もしびを体験しました。
　同協議会では、帰路に石北本線を利用してもらった参加者のア
ンケートを基に、石北本線の利用も絡めながら地域の魅力を活用
した冬の観光プログラムを検討していきます。

バイオリンに宿る東北の記憶
第22回森林浴・歩くスキーと語る夕べ

　３月10日と11日の２日間、第22回森林浴・歩くスキーと語る夕べ
が開催されました。
　このうち、10日に行われた「語る夕べ講演会」では、はじめに一
般財団法人C

ク ラ シ ッ ク

LASSIC　F
フ ォ ー

OR　J
ジ ャ パ ン

APAN代表理事の中澤宗幸さんが
「T

つ な み

SUNAMIヴァイオリンの制作」と題して講演。東日本大震災で発
生した津波の流木をバイオリンとして生まれ変わらせ、そこに宿る東
北の記憶や思い出を語り継ごうという経緯や思い、制作工程やしくみ
などが紹介され、さらに妻であるきみ子さんが演奏を披露すると、来
場者たちは音色に込められた思いを感じるように聞き入っていました。
　また、情報社会に詳しい東京大学名誉教授の月尾嘉男さんからは、
スマホや電子決済で便利になった反面、知らずに自らのプライバシー
をさらしているという落とし穴が紹介され、来場者たちに「そのこと
を意識してください」と呼び掛けていました。

あこがれの選手を前に元気な滑りで
平昌オリンピック日本代表選手と滑ろう

　３月18日、えんがるロックバレースキー場で「オリンピック
選手と滑ろう！」イベントが行われ、平昌オリンピック日本代
表の松

まつ

本
もと

遥
はる

奈
な

選手と片
かた

山
やま

來
らい

夢
ぶ

選手が同スキー場を訪れました。
　この日、全道各地から集まった参加者たちはハーフパイプに
入り、松本選手からアドバイスを受けたり、片山選手の華麗な
滑りを見たりと、あこがれの選手たちから刺激を受けると、そ
れに応えるように元気な滑りを見せていました。

スポーツを通じて仲間の大切さを学ぶ
生田原ちびっ子レク・スポーツ交流会

　３月17日、生田原スポーツセンターで、生田原地域ちびっ
子レク・スポーツ交流会が行われました。
　これは、スポーツを通じて思いやりや仲間と協力することの
楽しさ、大切さを感じてもらおうと毎年開催しているものです。
　この日は、小学生29人が２チームに分かれて５種目で交流。
どの競技も接戦となり、児童たちは仲間に「がんばれ！負ける
な！」と、大きな声援を送っていました。
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無
料
法
律
相
談

■
日
時

４
月
９
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

５
月
14
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所　
げ
ん
き
21

■
相
談
時
間　
一
人
30
分
程
度

■
申
込
み

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
１
年
度
内
1
人
２
回
ま
で
）

申
込
・

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

不
動
産
無
料
相
談

■
日
時

４
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
会
場
・
申
込
み

北
見
市
常
盤
町
４
丁
目
12
番
地
２

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
北
見
支
部

☎
０
１
５
７
‐
６
１
‐
１
５
６
５

定
例
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

　

毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
、
国
の
行
政
機

関
や
特
殊
法
人
な
ど

の
仕
事
や
手
続
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て

「
わ
か
ら
な
い
」「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」な

ど
と
い
っ
た
苦
情
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
す
る

「
定
例
行
政
相
談
所
」を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
相
談
所
以
外
で
も
、
行
政

に
関
す
る
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
17
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
丸
瀬
布
会
場
】

■
会
場

丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
相
談
委
員

工
藤
敏
広
さ
ん
☎
47
‐
３
８
３
２

長
谷
川
和
俊
さ
ん
☎
42
‐
４
０
２
３

【
白
滝
会
場
】

■
会
場　
白
滝
支
所

■
相
談
委
員

横
田
昌
弘
さ
ん
☎
48
‐
２
１
２
９

熊
沢
広
正
さ
ん
☎
45
‐
２
９
４
７

※
ど
ち
ら
の
会
場
も
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
旭
川

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
３
０
１
１

広
報
え
ん
が
る
３
月
号

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
え
ん
が
る
３
月
号
に
次
の
と
お
り

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所

３
月
の
お
知
ら
せ
14
ペ
ー
ジ

「
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
」記
事
中

２
輪
の
小
型
自
動
車
の
種
別

（
誤
）２
５
０
ｃ
ｃ
以
上

（
正
）２
５
０
ｃ
ｃ
超

　

問
税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

意見募集の結果を
お知らせします

【遠軽町まちづくり自治基本条例の
一部改正（案）について】
■募集概要
①募集期間
　２月１日から15日まで
②閲覧場所
　遠軽町総務部企画課、各支所地域
　住民課、町ホームページ
③意見の提出方法
　持参・郵便・ＦＡＸ・電子メール
④意見募集の周知方法
　町広報紙、町ホームページ
■意見募集の結果
１人１件（郵送）
■意見及び町の考え方
　紙面の都合上省略します。役場企
画課窓口でご覧になるか、町ホーム
ページでご確認願います。

　

問企画課☎42 ‐ 4818

（平成30年２月末現在）

　　　　　　　　　前月比
▶人口　20,309人　（ －25）
▶男性　 9,865人　（ －14）
▶女性　10,444人　（　－11）
▶世帯　10,388世帯（ －20）
▶出生　　　11人　（　－1）
▶死亡　　　21人　（　－7）

▶人身事故　　2件（　2件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　2人（　2人）
▶物損事故　 85件（129件）
※（　）は平成30年累計

▶火災発生　　1件（　2件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　0人（　3人）
※（　）は平成30年累計
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丸
瀬
布
・
白
滝
歯
科
診
療
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
丸
瀬
布
・
白
滝
地
域
で
歯
科

診
療
業
務
を
行
う
、
新
し
い
歯
科
医
師
が

決
定
し
ま
し
た
。

■
歯
科
医
師

田た

川が
わ

博は
く

英え
い

氏（
北
海
道
大
学
歯
学
部
卒
）

ジ
ョ
ン
・
ミ
ギ
ョ
ン
氏（
北
海
道
大
学
歯

学
部
卒
）

■
各
地
域
の
診
療
開
始
日

・
丸
瀬
布
歯
科
診
療
所

　

４
月
９
日（
月
）か
ら

・
白
滝
歯
科
診
療
所

　

４
月
10
日（
火
）か
ら

※
都
合
に
よ
り
臨
時
休
診
と
な
る
日
が
あ

り
ま
す
。

　

問
丸
瀬
布
支
所
地
域
住
民
課

☎
47
‐
２
２
１
１

功
績
を
た
た
え
て

瑞宝単光章（消防功労）
福森昭夫さん

【
主
な
経
歴
】

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
遠
軽
町
消
防
団

団
長

白
滝
支
所
地
域
住
民
課
☎
48
‐
２
２
１
１

丸
瀬
布
歯
科
診
療
所
☎
47
‐
２
５
０
３

白
滝
歯
科
診
療
所
☎
48
‐
２
８
２
８

異
動
繁
忙
期
の
役
場
窓
口

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

例
年
、
４
月
初
め
は

住
所
異
動
の
手
続
で
大

変
込
み
合
う
た
め
、
窓

口
業
務
の
一
部
の
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
期
間

４
月
２
日（
月
）、
３
日（
火
）

■
延
長
時
間　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
30
分
で
す
。

■
実
施
す
る
窓
口

・
役
場
１
階　

住
民
生
活
課（
戸
籍
窓
口
）

・
教
育
委
員
会
総
務
課（
学
校
教
育
担
当
）

※
各
支
所
で
は
延
長
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
が
可
能
な
業
務

【
住
民
生
活
課
】

・
転
入
、
転
居
、
転
出
届
等
の
受
付

・
住
民
票
等
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
の
全
部
事
項（
個
人
事
項
）証
明
書

等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
書
等
の

受
付

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】

・
就
学
通
知
と
入
学
の
手
続

※
な
お
、
国
や
北
海
道
、
他
の
市
区
町
村

等
に
照
会
が
必
要
な
も
の
は
、
当
日
の

取
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

引
越
し
の
際
は
︑
住
所
の
異

動
手
続
を
お
忘
れ
な
く

　

転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
な
ど
、
住

民
票
の
住
所
の
異
動
届
は
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録

な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続
で
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー

ド
」や「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の
住
所

も
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
越
し
な
ど
で
住
所
を
異
動
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
の
方
は
卒
業
後
、
地
元
を

離
れ
て
進
学
・
就
職
す
る
と
き
に
、
正
確

な
住
所
変
更
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

固定資産税
縦覧制度のお知らせ

　固定資産税縦覧制度は、町内に所有
する土地や家屋に係る固定資産税の納
税者が、町内全域の土地や家屋の価格

（評価額）を土地価格等縦覧帳簿・家屋
価格等縦覧帳簿により縦覧できる制度
です。
■縦覧対象者
　土地の固定資産税を納めている方は

「土地の縦覧」、家屋の固定資産税を納
めている方は「家屋の縦覧」になります。
　なお、縦覧するときに本人であるか
を確認しますので、身分を証明できる
ものを提示してください。
　また、本人以外の方が縦覧される場
合は、委任状や納税通知書などの提示
をお願いします。
■縦覧期間
４月２日（月）～５月31日（木）
午前８時45分～午後５時30分

（土日・休日を除きます）
■縦覧場所
役場１階税務課
各支所地域住民課
■縦覧による不服があるときの申出期
間
　４月２日（月）から納税通知書の交付
を受けた日後３か月まで。
縦覧・問税務課☎42 ‐ 4814
または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2011
丸瀬布支所☎47 ‐ 2211
白滝支所☎48 ‐ 2211
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「
町
民
ふ
れ
あ
い
菜
園
」

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

40
平
方
メ
ー
ト
ル
の

農
地
を
無
料
で
貸
し
出

す「
町
民
ふ
れ
あ
い
菜

園
」の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
利
用
資
格

　

遠
軽
町
民
で
菜
園
を
適
切
に
利
用
で
き

る
方
。

■
菜
園
の
場
所　
福
路
３
丁
目

■
募
集
区
画

１
０
３
区
画（
１
区
画
40
平
方
メ
ー
ト
ル
）

※
応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
の
み
。

■
利
用
料　
無
料

■
利
用
許
可

　

利
用
資
格
を
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

申
込
み
が
募
集
区
画
数
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
画
の
場
所
も
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

■
貸
付
期
間

５
月
１
日（
予
定
）か
ら
11
月
30
日
ま
で

※
今
年
度
は
、
町
が
シ
ー
ズ
ン
前
に
菜
園

の
土
壌
攪か

く
は
ん拌
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

役
場
１
階
住
民
生
活
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

４
月
２
日（
月
）～
19
日（
木
）

※
昨
年
度
ま
で
菜
園
を
利
用
さ
れ
て
い
た

方
も
、
割
り
当
て
区
画
が
変
わ
り
ま
す

の
で
あ
ら
た
め
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

全
利
用
区
画
の
抽
選
は
４
月
下
旬
に
行

い
ま
す
。（
申
込
み
の
際
に
抽
選
の
日
時

・
場
所
を
お
伝
え
し
ま
す
）

申
込
・

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

遠
軽
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

町
で
は
、
遠
軽
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
に
基
づ
き「
遠
軽
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
子
育
て
支
援
等
に
関

す
る
幅
広
い
分
野
の
方
か
ら
意
見
を
伺
う

た
め
、
会
議
の
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い

た
だ
く
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
条
件

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

個別排水処理施設（合併処理浄化槽）

　町では、快適な生活環境の整備及び河川等の
水質保全を推進するため、各戸に合併処理浄化
槽を設置し、管理を行う「個別排水処理施設整
備事業」を行っています。
　合併処理浄化槽の設置を検討されている方や
興味のある方は、事業の内容などをご説明しま
すので、お問い合わせください。
■対象者
　公共下水道及び特定環境保全公共下水道処理
区域の計画区域以外にお住まいの方。
■募集時期
４月２日（月）から
■個人が負担する費用
【設置するときにかかる費用】
①受益者分担金　50,000円
②検査手数料　1,000円
③排水設備工事（水洗トイレ、台所等改修）の費用
【維持管理にかかる費用（毎月）】
④浄化槽使用料
⑤浄化槽送風機（ブロワ）の電気料
■町が負担する費用
①浄化槽の設置工事費用
②浄化槽の保守点検、薬品の補充
③汚泥の汲取り清掃
④年１回の法定検査
⑤浄化槽本体、ブロワ等の修理・交換
※個別排水処理施設整備事業の内容等は、町ホームペ
ージでもご覧いただけます。

申込・問住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2011
丸瀬布支所☎47 ‐ 2211
白滝支所☎48 ‐ 2211

・
遠
軽
町
に
住
所
を
有
す
る
平
成
30
年
４

月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
。

・
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

で
、
子
育
て
支
援
に
理
解
と
関
心
の
あ

る
方
。

・
平
日
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の
時

間
帯
に
開
催
予
定
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方
。

■
募
集
人
員　
５
人

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
任
務

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
変

更
や
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
な
ど

に
関
し
、
意
見
や
調
査
審
議
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

応
募
理
由
と
遠
軽
町
の
子
育
て
に
関
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ

ー
ト
を
添
付
し
、
４
月
20
日（
金
）ま
で
に

持
参
す
る
か
、
郵
送（
締
切
日
消
印
有
効
）

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法
及
び
結
果
通
知

　

提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
及
び
レ
ポ
ー
ト

に
よ
り
選
考
し
、
後
日
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

■
報
酬
等

　

会
議
出
席
１
回
に
つ
き
３
４
０
０
円
の

報
酬
と
、
距
離（
片
道
５
ｋｍ
以
上
）に
応
じ

て
費
用
弁
償
を
支
払
い
ま
す
。

応
募
・

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

設置希望者を募集します
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平
成
30
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お

知
ら
せ

■
試
験
の
種
類
及
び
申
込
期
間

・
総
合
職
試
験（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

４
月
９
日（
月
）ま
で

・
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）

４
月
６
日（
金
）～
18
日（
水
）

・
一
般
職
試
験（
高
卒
者
・
社
会
人
）

６
月
18
日（
月
）～
27
日（
水
）

■
そ
の
他　
申
込
期
間
は
い
ず
れ
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
期
間
で
す
。
人
事
院
の

国
家
公
務
員
採
用
試
験
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
専
用
サ
イ
ト
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
人
事
院
北
海
道
事
務
局

第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１
‐
２
４
１
‐
１
２
４
８

そ
の
目
標
が
︑
価
値
に
な
る

幹
部
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

■
種
目

陸
・
海
・
空

一
般
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、　

平
成
31
年
４
月

１
日
の
時
点
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満

・
大
学
を
卒
業
し
た
20
歳
以
上
22
歳
未
満

（
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

・
修
士
課
程
を
修
了
し
た
20
歳
以
上
28
歳

未
満（
修
了
見
込
み
を
含
む
）

■
応
募
期
限　
５
月
１
日（
火
）必
着

■
試
験
日　
５
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

（
13
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
初
任
給

・
大
卒　
　
　
　
　
　

22
万
３
１
０
０
円

・
修
士
課
程
修
了
者　

24
万
２
２
０
０
円

・
大
学
院
卒　
　
　
　

24
万
４
２
０
０
円

■
賞
与
・
休
日
・
休
暇

・
期
末
・
勤
勉
手
当　

年
２
回（
６
月
・

12
月
）

・
休
日　
週
休
２
日
制
、
祝
日

・
休
暇　
年
次
休
暇
、
年
末
年
始
・
夏
季

特
別
休
暇
な　

　

ど

　

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽
地
域

事
務
所（
岩
見
通
南
３
丁
目
）

☎
42
‐
６
６
１
６

ま
た
は
役
場
自
衛
官
募
集
受
付
窓
口

北
海
道
警
察
官
を
募
集
し
て

い
ま
す

■
受
験
資
格

①
Ａ
区
分

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
）等
を
卒
業
し
た
方（
平
成
31
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
ま
た
は
平

成
31
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
を
含
む
。

②
Ｂ
区
分

Ａ
区
分
以
外
の
方（
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
に
在
学
中
の
方
を
除
く
）

■
年
齢

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
平
成
31
年

４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
）。

■
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　

１
２
５
人
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　

35
人
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

40
人
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　

10
人
程
度

■
受
付
期
間
等

・
郵
送
、
持
参
、

　

電
子
申
請（
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
）

４
月
23
日（
月
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

■
第
１
次
試
験

・
試
験
日　

５
月
20
日（
日
）

・
試
験
地　

北
見
、
網
走
、
紋
別
、
札
幌
、

東
京
都
な
ど
全
24
会
場

　

問
遠
軽
警
察
署
☎
42
‐
０
１
１
０

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

協会けんぽ北海道支部

平成30年度保険料率の
改定について

　平成30年3月分（5月1日納付期限分）から、健
康保険料率は10.25％（プラス0.03％）、介護保
険料率は1.57％（マイナス0.08％）となります。
健康保険料率の引き上げにつきまして、ご理
解をいただきますようお願いします。

　

問全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部
　☎011 ‐ 726 ‐ 0352（代表）

人
程
度

人
程
度

人
程
度
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
に
申
し
込
む
場
合
は
、
住
宅

の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
等
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間　

４
月
２
日（
月
）～
11
日（
水
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程

４
月
13
日（
金
）

■
抽
選
会
の
日
程

４
月
17
日（
火
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模 広さ
（㎡）

住宅の
月額家賃（円）

近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠軽 公住

山の手団地
※長寿命化改善工事
　実施住宅

57-B-1棟 738号 昭和57年度 2LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

57-B-1棟 740号 昭和57年度 2LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

57-B-2棟 745号 昭和57年度 2LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

57-B-2棟 748号 昭和57年度 3LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

57-B-2棟 749号 昭和57年度 3LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

57-B-2棟 754号 昭和57年度 3LDK 66.1 17,900～26,700 74,300 1,300

豊里団地 15-26棟 965号 平成15年度 2LDK 63.8 17,200～25,600 46,700 1,200

北２丁目団地 23-2棟 50号 平成23年度 2LDK 66.6 21,900～32,600 74,700 2,000

生田原 公住 共進団地 5棟 5-1号 平成４年度 3LDK 73.5 15,500～23,100 51,100 －

丸瀬布 定住 新町定住６号団地 21棟 T-42号 昭和60年度 3LDK 64.9 32,000 － －

①山の手団地57 ︲ B ︲ １棟と57 ︲ B ︲ ２棟は、平成29年度に長寿命化改善工事を実施した住宅です。
②公住は、収入に応じて家賃が変動します。定住は、収入に関係なく家賃が決まっています。
③60歳以下の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が2LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。
　なお、高齢者等の単身者は60㎡以下または2LDK以下の住宅に入居できます。
④車両は１戸につき１台とし、整備された駐車場を使用する場合は使用料がかかります。
⑤公住の申込みには、マイナンバーを提供していただく必要があります。
⑥募集住宅のほかにも入居できる住宅があります。

▲長寿命化改善工事を行った山の手団地（2LDKの一例）
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※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

遠軽厚生病院
まるせっぷ厚生クリニック

院外処方箋
に変わります

　遠軽厚生病院とまるせっぷ
厚生クリニックでは、４月２
日（月）から「院外処方箋」の対
応に変わります。
　このため、現在、病院・ク
リニックの窓口でお渡ししているお薬は、院外の
保険薬局を利用していただくことになります。
　院外処方箋のことでご不明な点は、お気軽にお
尋ねください。

　

問遠軽厚生病院医事課☎42 ‐ 4101（内線2111）
　まるせっぷ厚生クリニック☎47 ‐ 3131

ちゃちゃワールド
入館料一部無料のお知らせ

　町では、町内在住の子育て世帯な
ど、より多くの町民の皆様にちゃ
ちゃワールドを利用していただくた
め、平成30年度も引き続き入館料
の一部を無料とします。
　皆様のご来館をお待ちしています。
■対象者
　小学生以下のお子様を連れた家族・グループの中
の、どなたかが町民である場合、全員の入館料が無
料となります。
※無料となるのは入館料のみです。
※入館時に、町民であることを証明するもの（健康保険
証・免許証等）を提示していただきます。

■実施期間　平成31年３月31日まで
※５月３日～５日及び来年１月のニューイヤーコン
サート開催日を除きます。

　

問生田原支所産業課☎45 ‐ 2012
　ちゃちゃワールド☎49 ‐ 4022

お子様連れでご来館の町民の皆様へ
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■
認
定
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
等

②
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳

※
申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
名

義
の
も
の
。

③
印
鑑

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所

☎
48
‐
２
２
１
１

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
や
、
児
童

手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
町
外
か
ら
転
入

し
た
と
き
な
ど
は
手
続
が
必
要
で
す
。

■
一
般
の
方

　

出
生
日
や
転
入
日
な
ど
、
異
動
日
の
翌

日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
す
る
と
、
異
動

日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
原
則
と
し

て
手
続
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
る
た

め
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
月
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
添
付
書
類
が
揃
っ

て
い
な
く
て
も
手
続
は
で
き
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
務
員
の
方

【
出
生
や
転
入
に
よ
る
異
動
の
場
合
】

　

職
場
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
の
方
が
退
職
し
た
場
合
】

　

職
場
と
町
に
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら
15

日
以
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
】

　

職
場
と
町
に
、
速
や
か
に
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
手
続
が
遅
れ
る
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
い
月
が
発
生
し
た
り
、
手
当
が
過
払

い
と
な
り
返
還
金
が
生
じ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

■
相
談
対
象
者

①
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
電
動
車
い
す

な
ど
、
直
接
判
定
を
必
要
と
す
る
補
装

具
の
交
付
を
希
望
す
る
18
歳
以
上
の
方

②
知
的
に
障
が
い
が
あ
り
、
療
育
手
帳
の

新
規
ま
た
は
再
判
定
を
希
望
す
る
18
歳

以
上
の
方

③
そ
の
他
の
専
門
的
な
判
定
を
必
要
と
す

る
方

■
開
催
日
程

・
６
月
５
日
、
６
日　
北
見
市

・
７
月
31
日
、
８
月
１
日　
網
走
市

・
10
月
30
日
、
31
日　
北
見
市

・
11
月
27
日　
網
走
市

・
11
月
28
日　
北
見
市

※
場
所
と
時
間
は
、
相
談
対
象
者
の
決
定

後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
み

　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望
す
る

方
は
、
開
催
日
の
お
お
む
ね
２
か
月
前
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

慢
腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
交

通
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
慢
性
腎
炎
の
た
め
慢
性
透
析

療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
通
院
交
通
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

認
定
申
請
時
に
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
が
対
象
で
す
。

①
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
慢
性
腎
炎
の
た
め
慢
性
透
析
療
法
で
通

院
し
て
い
る
方

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※「
遠
軽
町
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
制

限
措
置
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
く
滞

納
の
あ
る
方
は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
額

　

居
宅
か
ら
慢
性
透
析
療
法
を
受
け
る
医

療
機
関
ま
で
の
最
も
経
済
的
な
往
復
の
交

通
費
実
費
を
、
月
額
２
万
円
を
限
度
に
、

四
半
期
ご
と
に
支
給
し
ま
す
。

※
ハ
イ
ヤ
ー
及
び
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院
は

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
期
間

【
助
成
開
始
】

　

申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
。

【
助
成
終
了
】

　

対
象
の
要
件
が
喪
失
し
た
日
の
属
す
る

月
、
ま
た
は
申
請
し
た
日
の
属
す
る
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域
の活性化を図るための遠軽町の取組みです。広告主及び広告内容
については、町が推奨するということではありません。
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ひ
と
り
親
家
庭
等
入
学
援
助

費
に
つ
い
て

　

今
年
度
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
、

入
学
準
備
に
要
す
る
費
用
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
生
徒

を
扶
養
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
心
身
に
障

が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
を
扶
養
し
て
い
る

方
で
、
町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
29
年

度
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　

４
月
２
日（
月
）か
ら
平
成
31
年
3
月
29

日（
金
）ま
で
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

③
在
学
証
明
書（
高
等
学
校
及
び
町
外
の

小
中
学
校
に
入
学
の
場
合
の
み
）

■
援
助
金
額

・
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

・
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
３
千
円

・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

　

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校　
　

３
万
円

申
請
・

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

国
に
よ
る
各
種
手
当
制
度
の

お
知
ら
せ

【
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
各
種

手
当
】

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
下
表
の

と
お
り
各
種
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

町
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
、
下

表
の
と
お
り
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
場
合
に
は
、
町
に
認

定
請
求
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問
子
育
て
支
援
課
☎
42
‐
４
５
６
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

※
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■国による手当制度
制度 支給対象者 支給額 その他

障
が
い
の
あ
る
方

特別児童
扶養手当

20歳未満の障がい児がいる家庭の父母、またはその他
の養育者に支給されます。

児童１人につき月額
　障害等級１級51,700円
　障害等級２級34,430円

・所得が一定額以上の
とき、施設に入所し
たときなどは支給が
制限されます。
・住所変更等、生活状
況が変わったときは
必ず届け出をしてく
ださい。

障害児
福祉手当

20歳未満の重度の障がい児で、日常生活において常時
介護を必要とする障がい児本人に支給されます。

月額14,650円

特別障害
者手当

20歳以上の重度の障がい者で、日常生活において常時
介護を必要とする障がい者本人に支給されます。

月額26,940円

ひ
と
り
親
家
庭
等

児童扶養
手当

支給対象者は次の児童を養育している方です。
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がい者である児童
④父または母が生死不明である児童
⑤父または母が引き続き1年以上遺棄している児童
⑥父または母が裁判所からのDV保護命令を受けている児童
⑦父または母が引き続き１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童

児童１人月額42,500円
　２人目は10,040円加算
　３人目以降は１人につき
　6,020円加算
※所得制限によって一部支給
額が変わります。

・所得が一定額以上の
場合や施設に入所し
たときなどは、支給
が制限されます。
・住所変更等、生活状
況が変わったときは
必ず届け出をしてく
ださい。
・受給資格が喪失した
場合には速やかに届
け出をしてください。
届け出がないと返還
金が発生することが
あります。
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の
詳
細
は
申
込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
検
診
の
詳
細
は
、
広
報
え
ん

が
る
３
月
号
の
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
同
じ
く
３
月
号
に
折
り
込
ん
だ

「
平
成
30
年
度
遠
軽
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３
FAX
49
‐
３
１
２
０

電
子
メ
ー
ル　

e-hoken@
engaru.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://engaru.jp

春
の
検
診
の
申
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
現
在
、
春
の

検
診
の
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
ご
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
し
、

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ

ー
ル
・
窓
口
・
ウ
ェ
ブ（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

に
お
進
み
く
だ
さ
い
）の
い
ず
れ
か
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
診
は
全
て
午
前
中
で
す
。
受
付
時
間

■内容・日程・会場
検診項目 日程 会場 実施機関

特定健診
30代健診
後期健診
胃がん
肺がん
大腸がん
前立腺がん
Ｃ型肝炎

４月20日（金）生田原福祉センター

対がん
協会

４月21日（土）

げんき21４月22日（日）

４月23日（月）

４月24日（火）白滝国際交流センター

４月25日（水）安国公民館 厚生連

５月25日（金）
げんき21 対がん

協会５月26日（土）

・４月21日、23日、５月25日は無料で歯周病検診を実施します。
受付は午前８時～９時です。
・４月22日のみ、エキノコックス症検診を実施します。
・げんき21の会場では託児も行いますので、小さなお子さんのい
る方も安心して検診を受けられます。予約が必要ですので、ご
希望の方は電話でご相談ください。
・昨年度から、前立腺がん検診の対象年齢が50歳～78歳となりま
した。これは、加齢に伴い検診では正しい診断が困難なためで
す。自覚症状のある方は直接医療機関の受診をお勧めします。
・日程によっては、定員に達している場合がありますのでご了承
ください。

町長定例
　　記者会見

に
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
バ
ス
ト

ス
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　

２
月
に
同
市
か
ら
本
町
を
訪
れ
た
女

性
２
人
か
ら
、
バ
ス
ト
ス
市
長
の
親
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

本
年
、
バ
ス
ト
ス
市
に
入
植
し
て
90
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会
に
出
席
願
い
た
い
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
バ
ス
ト
ス
市
へ
は
、
平
成

４
年
以
降
26
年
間
、
公
式
に
訪
問
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
７
月
に
訪
問
す
る

予
定
で
す
。

※
会
見
の
内
容
は
、
遠
軽
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
発
表
内
容
よ
り
抜
粋
】

■
バ
ス
ト
ス
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

　

本
町
は
、
遠
軽
町
出
身
者
が
多
く
移

民
し
、
当
時
の
副
市
長
と
遠
軽
町
長
が

親
戚
関
係
で
あ
っ
た
縁
で
、
昭
和
47
年

　
３
月
２
日
、
佐
々
木
修

一
町
長
に
よ
る
定
例
記
者

会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
の
う
ち
、
一

部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。住民生活課の一部組織を

変更しました

　町では、４月１日から組織の見直しを行
い、住民生活課の「環境衛生担当」と「住民生
活推進担当」を統合し、担当の名称を「環境
生活担当」としました。
■環境生活担当の業務
　これまで、「環境衛生担当」及び「住民生活
推進担当」が行っていました業務のほか、次
の業務を加えました。
・空き家対策に関すること。
・テレビ放送の視聴に関すること。
※これまで、テレビ放送（地上デジタル放

送）に関することは、企画課が行っていま
したが、住民生活課に変更しました。

　

問住民生活課☎42 ‐ 4812

４月１日から
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麻
し
ん
・
風
し
ん
第
２
期
予

防
接
種
の
ご
案
内

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
の
第
２
期
対
象
と
な
る
方

は
、
接
種
期
間
が
平
成
30
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

■
第
２
期
接
種
対
象
者

平
成
31
年
４
月
に
小
学
校
入
学
の
幼
児

（
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

■
接
種
方
法

　

接
種
す
る
た
め
に
は
、
保
健
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
に
予
約
が
必
要

で
す（
病
院
に
直
接
予
約
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

例
年
、
予
約
が
３
月
末
に
集
中
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
定
員
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
体
調
の
良
い
時
期
に
早
め
に
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

脳
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
を
受

け
る
方
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象

50
歳（
平
成
30
年
度
中
50
歳
に
な
る
方
を

含
む
）か
ら
69
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で
す
。

※
町
で
は
４
年
に
１
回
助
成
し
て
い
る
た

め
、
平
成
27
・
28
・
29
年
度
に
助
成
を

受
け
た
方
は
、
今
年
度
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

※
脳
卒
中
な
ど
脳
の
病
気
で
治
療
中
ま
た

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

は
既
往
症
の
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
受
診
機
関

　

北
海
道
内
の
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

る
病
院
な
ど
に
各
自
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
助
成
額

・
脳
ド
ッ
ク
単
独
の
場
合
…
１
万
５
千
円

・
人
間
ド
ッ
ク
併
用
の
場
合
…
１
万
円

・
簡
易
脳
ド
ッ
ク
の
場
合
…
受
診
費
用
の

半
額
程
度

※
助
成
金
は
口
座
振
込
に
よ
り
お
支
払
し

ま
す
。

■
申
込
方
法

　

助
成
を
ご
希
望
の
方
は
、
受
診
す
る
前

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他

　

脳
ド
ッ
ク
受
診
後
、
申
請
書
・
脳
ド
ッ

ク
の
結
果
用
紙（
血
液
検
査
等
、
全
て
の

結
果
含
む
）・
領
収
書
を
窓
口
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
健
師
か
ら
脳
ド
ッ
ク
の
結
果

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
31
年
２
月

末
日
ま
で
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
同
３

月
８
日（
金
）ま
で
に
手
続
を
完
了
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■接種場所・日程な　
　ど

接種場所 接種日 受付時間 予約ができる期間

遠軽厚生病院 毎週火曜日 12:45～13:00 希望日の２週間前までに予約

みずしま
内科クリニック

月～水・金・土曜日
（休日を除く）

月～水・金曜日
13:30～16:00
土曜日

8:30～11:00

希望日の２週間前までに予約

まるせっぷ
厚生クリニック 第３金曜日 16:00～16:20 希望日前週の水曜日午前中

までに予約

生田原診療所
５月22日、７月24日、
９月25日、11月27日、
平成31年１月22日、３月26日

13:30～16:30 希望日の１週間前までに予約

白滝診療所 火・水・木曜日 9:30～11:30
14:00～16:30 希望日の３週間前までに予約
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介
護
職
員
初
任
者
研
修
費

受
講
料
を
助
成
し
ま
す

　

町
内
の
介
護
福
祉
事
業
所
や
病
院
な
ど

で
介
護
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
働
こ
う
と
考
え
て
い
る
方
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
資
格
を
取
得
し
て
遠
軽
町
で

末
永
く
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

助
成
金
交
付
申
請
時
に
、
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
町
内
の
介
護
福
祉
事
業
所
等
に
就
労
し

て
い
る
方（
受
講
時
は
未
就
労
で
、
研

修
修
了
後
に
就
労
し
た
方
を
含
む
）

③
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
制
限
措
置
条

例
に
基
づ
く
滞
納
の
な
い
方

■
助
成
金
額

１
人
あ
た
り
５
万
円（
受
講
料
が
５
万
円

に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
額
）

※
他
の
制
度
か
ら
受
講
料
の
助
成
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
額
を
除
い
た
額
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
研
修

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

■
申
請
の
方
法

　

事
前
に
助
成
を
希
望
す
る
旨
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
所
定
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
保
健
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
添
付
書
類

・
受
講
料
領
収
書
の
写
し

・
修
了
証
明
書
ま
た
は
受
講
修
了
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し

・
指
定
事
業
所
で
の
就
労
を
証
明
す
る
実

務
経
験
証
明
書

・
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
助

成
額
の
決
定
通
知
等
の
写
し

■
申
請
の
期
限

【
研
修
修
了
時
点
で
町
内
の
介
護
福
祉
事

業
所
等
に
既
に
就
労
し
て
い
る
方
】

研
修
を
修
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
30
日

以
内

【
研
修
を
修
了
し
た
後
に
町
内
の
介
護
福

祉
事
業
所
等
で
就
業
し
た
方
】

就
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
30
日

以
内

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

 平成30年度  介護予防運動教室のご案内
　健康寿命を延ばし、元気に過ごしていけるよう、運動教室を次のとおり開催します。
　興味のある方はぜひご参加ください。参加には事前申し込みが必要です。

教室名 コスモス教室
（Ａ教室）

ひまわり教室
（Ｂ‐１教室）

ラベンダー教室
（Ｂ‐２教室）

ちゅうりっぷ教室
（Ｓ教室）

対象
（運動内容）

65歳以上の方
（主に立って行う運動）

65歳以上の方
（主に座って行う運動）

65歳以上の方
（立つ運動と座る運動）

65歳以上の方
（立つ運動と座る運動）

定員 60人 60人 60人 60人

曜日・時間 水曜日
10:00～11:30

水曜日
10:00～11:30

水曜日
13:30～15:00

木曜日
10:00～11:30

回数 全20回（おおむね月２回）

期間 平成30年５月から平成31年３月まで

会場 遠軽町保健福祉総合センター（げんき21）

申込み ４月17日（火）午前8時45分～20日（金）　※定員になり次第締め切ります。

※電話による申込みはできません。窓口へご本人かご家族等が直接お越しください。
　（希望者が多いため、一人で複数人分の申込みはできません）
※各教室とも参加費は無料ですが、傷害保険料480円がかかります。

　

問保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813

■日時　４月15日（日）午前10時～午後12時30分
■場所　丸瀬布デイサービスセンターホール
■定員　おおむね20人（途中の参加、退席は自由）
■内容　お茶を飲みながらゆっくり歓談するほか、
丸瀬布デイサービスセンター職員による「介護技術
教室」も開催します。
■参加料　無料 

　

問丸瀬布デイサービスセンター☎47 ‐ 3003

杜
も り

のサロン丸瀬布地域サロン
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遠
軽
高
校
定
時
制
課
程

一
部
科
目
履
修
生
募
集

　

遠
軽
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、
平
成
30

年
度
の
一
部
科
目
履
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
一
部
科
目
履
修
と
は

　

地
域
の
方
々
が
自
ら
の
生
涯
学
習
の
た

め
に
科
目
を
選
択
し
、
生
徒
と
一
緒
に
学

習
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連

携
講
座
に
も
な
っ
て
お
り
、
修
了
後
は
、

道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
。

■
開
設
科
目

【
自
然
科
学
入
門
】（
第
１
学
年
）

　

生
命
や
身
の
周
り
の
物
質
な
ど
、
身
近

な
科
学
に
関
す
る
内
容
を
学
習
し
ま
す
。

・
４
月
～
12
月
、
週
１
回
予
定

・
火
曜
日　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
30
分

【
現
代
社
会
】（
第
１
学
年
）

　

よ
り
良
い
生
き
方
、
日
本
国
憲
法
、
政

治
・
経
済
の
し
く
み
を
学
習
し
ま
す
。

・
４
月
～
12
月
、
週
１
回
予
定

・
水
曜
日　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
30
分

【
情
報
処
理
】（
第
２
学
年
）

　

表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
活
用
方
法
を
学

習
し
ま
す
。

・
４
月
～
12
月
、
週
１
回
予
定

・
木
曜
日　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
30
分

■
費
用　
各
科
目　

１
７
５
０
円

■
定
員　
各
科
目
10
人
程
度

■
説
明
会　
４
月
３
日（
火
）午
後
６
時
～

　

遠
軽
高
校
会
議
室
で
各
科
目
の
説
明
や
、

申
込
書
類
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
込
み　
４
月
３
日（
火
）～
10
日（
火
）

申
込
・

問
遠
軽
高
校
定
時
制
課
程

一
部
科
目
履
修
担
当
☎
42
‐
２
６
７
６

遠
軽
高
校
定
時
制
課
程

町
民
開
放
講
座
受
講
生
募
集

　

遠
軽
高
校
定
時
制
で
は
５
月
か
ら
12
月

ま
で
、
次
の
と
お
り
町
民
開
放
講
座
を
開

設
し
ま
す
。

　

皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
】

・
対
象
者　
18
歳
以
上
の
遠
軽
町
民

　
（
高
校
生
を
除
く
）

・
日
程　
火
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

・
初
回
講
座　
５
月
15
日（
火
）

・
費
用　
年
間
１
千
円

・
定
員　
40
人
程
度

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

・
対
象
者　
18
歳
以
上
の
遠
軽
町
民

　
（
高
校
生
を
除
く
）

・
日
程　
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

・
初
回
講
座　
５
月
17
日（
木
）

・
費
用　
年
間
３
千
円

　
（
別
途
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

　

保
険
料
が
か
か
り
ま
す
）

・
定
員　
20
人
程
度

【
油
絵
】

・
対
象
者　
遠
軽
町
民（
高
校
生
を
除
く
）

※
小
中
学
生
は
保
護
者
の
受
講
か
付
添
い

が
必
要
で
す
。

・
日
程　
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

・
初
回
講
座　
５
月
17
日（
木
）

・
費
用　
年
間
３
千
円

　
（
小
中
学
生
は
１
５
０
０
円
）

・
定
員　
20
人
程
度

【
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
風
土
～
ふ
る
さ
と
学
】

・
対
象
者　
18
歳
以
上
の
遠
軽
町
民

　
（
高
校
生
を
除
く
）

・
日
程　
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

・
初
回
講
座　
５
月
17
日（
木
）

・
費
用　
年
間
１
千
円

・
定
員　
20
人
程
度

※
こ
の
講
座
は
、
５
人

　

以
上
の
参
加
が
な
け

　

れ
ば
開
講
し
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
開
講
式

　
そ
れ
ぞ
れ
の
初
回
講
座
に
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

■
申
込
み

４
月
２
日（
月
）～
16
日（
月
）

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に「
町
民
開
放
講
座
」と
朱

書
き
の
上
、

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

③
連
絡
先
電
話
番
号

④
希
望
の
講
座
名
及
び
返
信
先
住
所
氏
名

を
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
受
講
の
可
否
は
、
締
切
日
以

降
に
返
信
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・

問

〒
０
９
９
‐
０
４
１
４

遠
軽
町
南
町
１
丁
目

遠
軽
高
校
定
時
制
課
程

町
民
開
放
講
座
担
当
☎
42
‐
２
６
７
６

認知症カフェ
はなカフェ inコスモス
　このカフェは、認知症の方やその家族、
認知症に関心のある地域の方々などが気軽
に交流できる場です。ケアマネジャーが個
別相談にも応じています。お気軽にお越し
ください。

■日時　４月21日（土）午後１時～３時
■場所　特別養護老人ホーム「花の苑」
■内容　理学療法士の田宮さんによるスト
レッチ体操と体力測定。楽しく心と体を動
かしましょう！運動靴を持参してください。
■参加料（お茶代）　300円

　

問遠軽町地域包括支援センター
　☎42 ‐ 9988

日（
火
）
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遠
軽
町
家
庭
教
育
学
級
開
設

の
お
知
ら
せ

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
家
庭

教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

　

日
常
の
子
育
て
の
合
間
に
料
理
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
、
手
工
芸
や
子
育
て
に
関
す
る
参

加
者
同
士
の
学
び
合
い
な
ど
で
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
交
流
の
場
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
た
っ
ち
学
級
】

■
期
間　
５
月
８
日（
火
）
～
翌
年
２
月

（
年
間
９
回
程
度
）

■
対
象　
幼
児
を
持
つ
親

■
託
児　
20
人
程
度

※
生
田
原
地
域
は「
て
る
て
る
教
室
」、
白

滝
・
丸
瀬
布
地
域
は「
め
だ
か
の
学
校
」

を
開
設
し
ま
す
。
各
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
コ
ス
モ
ス
学
級
】

■
期
間　
５
月
９
日（
水
）
～
翌
年
２
月

（
年
間
９
回
程
度
）

■
対
象　
小
学
校
へ
通
う
児
童
を
持
つ
親

【
両
学
級
と
も
共
通
】

■
定
員　
各
教
室
30
人
程
度

■
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
遠
軽
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

■
経
費　

無
料（
内
容
に
よ
っ
て
一
部
負

担
あ
り
）

■
申
込
み　
４
月
25
日（
水
）ま
で

　

た
っ
ち
学
級
は
保
育
所
等
を
通
じ
て
、

コ
ス
モ
ス
学
級
は
小
学
校
を
通
じ
て
申
込

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
学
級
も
、
直
接
、
教
育
委
員

会
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

生
田
原
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
45
‐
２
０
１
０

丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
４
５
６

え
ん
が
る
生
涯
学
習
講
座

「
英
会
話
教
室
」受
講
生
募
集

　

英
会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
中
～
上
級
コ
ー
ス
】

■
日
時　
４
月
26
日
か
ら（
月
２
回
程
度
）

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
会
場　
遠
軽
町
教
育
委
員
会

■
対
象

　

英
語
の
日
常
的
な
会
話
等
が
理
解
で
き

る
一
般
成
人
。

■
定
員　
10
人
程
度

■
受
講
料　

無
料（
内
容
に
よ
り
実
費
を

徴
収
し
ま
す
）

■
講
師

語
学
指
導
助
手

ダ
ン
ト
ン

フ
ィ
オ
ナ　

ク
レ
ア

■
申
込
み　
４
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

小学校・中学校の就学変更基準について
　遠軽町には、小学校８校と中学校６校があり、通う学校は住所によって決まります。
　ただし、年度途中に転居する場合は、現在校に引き続き通学できるなどの基準がありますので、詳しくはお
問い合わせください。

　

問教育委員会総務課☎42 ‐ 2191
■就学校変更基準

項目 申請の理由 申請の時期 添付書類

家庭事情への配慮から必要
な場合

家庭事情から、第三者の協力を必
要とする場合

新・転入学時または学期
途中の転居時

在勤証明書、預かり先の承
諾書等

在学中の兄姉に指定校変更を認め
ており、保護者及び当該児童・生
徒の負担等を考慮して必要と認め
られる場合

新入学時 無し

転居予定または一時的な転居の場
合

新・転入学時、または学
期途中の転居時

建築請負契約書、賃貸借契
約書等

学校生活への配慮から必要
な場合

学年終了、学期終了または行事等
終了まで在籍する場合 学期途中の転居時 無し

教育面で特に必要な場合

いじめ・不登校等により、在籍校
への通学が困難であると認められ
る場合

就学相談を経た後 状況を説明する書類、学校
長の意見書等

その他特別な事情から、教育委員
会が必要と認める場合 就学相談を経た後 教育委員会が指示するもの

※当分の間、公営住宅の建て替えに伴い転居を余儀なくされ、学校生活への配慮が必要と認められる場合は、就学相談
を経た上で、小学校修了時または中学校修了時まで現在在籍している学校へ通学できるものとしますので、随時ご相
談ください。



29 平成30年４月号

町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す

■
販
売
開
始
日　
４
月
１
日（
日
）

■
販
売
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会（
総
合

　

体
育
館
）☎
42
‐
１
９
０
３

・
生
田
原
教
育
セ
ン
タ
ー（
生
田
原
支
所
）

　

☎
45
‐
２
０
１
０

・
安
国
出
張
所（
安
国
公
民
館
）

　

☎
46
‐
２
３
０
２

・
丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー
（
丸
瀬
布
中
央

　

公
民
館
）☎
47
‐
２
４
５
６

・
白
滝
支
所
産
業
課
☎
48
‐
２
２
１
２

※
休
館
日
や
閉
庁
日
は
販
売
し
ま
せ
ん
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
販
売
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
総
合
体
育
館
で
は
、
午
後
８
時
ま
で
販

　

売
し
ま
す
。

■
料
金

・
中
学
生
以
下（
幼
児
除
く
）２
５
０
０
円

・
高
校
生
以
上　

５
千
円

■
注
意
事
項

・
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
町
内
各
地
域
の
町
営

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
で
き
る
共
通

の
券
で
す
。（
購
入
し
た
年
の
開
設
期
間

中
の
み
有
効
で
す
）

・
プ
レ
ー
す
る
と
き
は
、
シ
ー
ズ
ン
券
を

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
１
日
券
は
、
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
設

置
し
て
い
る
券
売
機
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
団
体
で
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

　

ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
随
時
シ
ー
ズ

ン
券
を
販
売
し
ま
す
の
で
、
遠
軽
地
域
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会
、
そ
の
他

の
地
域
は
各
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　
４
月
12
日
～
平
成
31
年
３
月
20

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
全
47
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
祝
日
や
正
月
等
は
曜
日
を
変
更
し
ま
す
。

■
対
象　
一
般
町
民
の
女
性
限
定

■
定
員　
無
し

■
場
所　
総
合
体
育
館

■
内
容　
簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
講
師　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

前
島
芽
衣
さ
ん

■
申
込
み　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料
で
す
が
施
設
利
用
料
が

必
要
で
す
。

■
託
児　

幼
児
の
一
時
預
か
り
所（
１
歳

６
か
月
以
上
の
お
子
さ
ん
５
人
ま
で
）を

設
け
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

【
第
１
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
de
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　
４
月
18
日
～
６
月
22
日

（
毎
週
水
・
金
曜
日　

全
20
回
）

・
第
１
部　

午
後
１
時
～
２
時

・
第
２
部　

午
後
３
時
～
４
時

■
対
象
及
び
定
員

・
第
１
部　

一
般
の
女
性
12
人

・
第
２
部　

一
般
の
方
12
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
場
所　
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
内
容　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素

運
動（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な　

　

ど

）

■
指
導
者　
遠
軽
町
体
育
協
会
指
導
員

■
申
込
み　
４
月
１
日（
日
）～
18
日（
水
）

■
受
講
料　
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料

が
必
要
で
す
。

申
込
・

問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

☎
49
‐
９
５
０
０

※
ど
ち
ら
の
教
室
も
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

に
は
加
入
し
ま
せ
ん
。

遠軽スイミングクラブ
新会員を募集します

　遠軽スイミングクラブ
では、平成30年度の新会
員を募集します！
■対象　小学１年生から
高校生までで定期的に練
習に参加できる方。
■活動内容　通常練習のほか、水泳大会・泳力検
定会への参加、レクリエーション活動な　

　ど。
■活動期間　４月から翌年３月までの１年間
■練習場所　えんがる温水プール
■入会受付　４月７日（土）にえんがる温水プール
で行ないますので、保護者の皆さんは午前10時に
集合してください。
■活動日時　練習日や練習時間、年会費はコース
によって異なりますので、お問い合わせください。

　

問遠軽スイミングクラブ事務局
　吉田博之☎42 ‐ 7464

遠軽ミニバスケットボール少年団
団員を募集します

　遠軽ミニバスケットボール少
年団では、団員を募集していま
す。バスケットボールに興味の
ある小学生の男女、お待ちして
います！
■対象　小学１～６年生の男女
■練習日　週２～３日
　そのほか、練習試合や各種大会に参加します。
■練習場所　町内小学校体育館ほ　

　か
　

問菊地伸幸090 ‐ 6536 ‐ 0784



30平成30年４月号

野
犬
掃
と
う
を
実
施
し
ま
す

　

遠
軽
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
掃
と
う
条

例
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
、
野
犬
掃
と
う

を
行
い
ま
す
。

■
掃
と
う
期
間

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

■
掃
と
う
区
域　
遠
軽
町
全
域

■
実
施
方
法

お
り
等
に
よ
る
捕
獲

■
犬
を
飼
う
と
き
の
注
意

【
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
】

　

野
犬
掃
と
う
期
間
中
は
、
登
録
犬
で

あ
っ
て
も
け
い
留
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

掃
と
う
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
に
し
つ
け
さ
れ
た
犬
で

も「
絶
対
人
に
危
害
を
加
え
な
い
」と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
故
や
病

原
菌（
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
等
）を
持
ち

帰
る
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
リ
ー
ド
な

ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ふ
ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
処
理
を
】

　

一
部
の
飼
い
主
に
よ
り
放
置
さ
れ
た
犬

の
ふ
ん
は
、
周
辺
の
住
民
や
土
地
の
所
有

者
だ
け
で
な
く
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る

犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
も
に
迷
惑
を
掛
け

て
い
ま
す
。
散
歩
の
際
に
は
ふ
ん
を
処
理

す
る
道
具
を
持
ち
歩
き
、
必
ず
飼
い
主
が

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
】

　

役
場
で
保
護
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
住
民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
首
輪

に「
鑑
札
」ま
た
は「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
」を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

雪
解
け
と
と
も
に
山
菜
採
り
や
魚
釣
り

の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ヒ
グ
マ

も
冬
眠
か
ら
目
覚
め
、
食
べ
物
を
求
め
て

活
発
に
行
動
す
る
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
、
鈴
を
鳴

ら
す
な
ど
、
野
山
で
は
人
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ュ
ー
ス
や
弁
当
の
食
べ
残
し
は
ヒ
グ

マ
を
引
き
付
け
ま
す
の
で
、
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
の
死
体
を
見
つ
け
た

ら
ヒ
グ
マ
が
そ
ば
に
い
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

農
業
被
害
等
防
止
の
た
め
鳥

獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
増
え
す
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
の
個

体
数
調
整
や
人
身
の
安
全
確
保
、
農
作
物

等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
猟
友
会
に

依
頼
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
や
山
間
部
で
銃
声
が
聞
こ
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

きれいで住みよい地域環境を

環境衛生強化期間のお知らせ
　町は、清潔で住みやすい地域づくりを推進する
ため、４月～10月を「環境衛生強化期間」とし、各
種清掃活動に取り組みます。
　そこで、雪解け後のごみ対策を兼ねて、自治会
等の協力をいただき「春の町内一斉清掃」を実施し
ますので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、実施時期等については雪解け時期の違い
から、地域別に次の日程となっています。
【春の町内一斉清掃日】
■日程　４月22日（日）
■実施地域　遠軽地域、生田原地域
※ただし、各自治会の都合で日程の変更は可能で

す。
・丸瀬布地域　５月中旬予定
・白滝地域　６月中旬予定
■清掃場所及び時間　各地域の自治会で決定して
ください。（遠軽地域は午前８時までに実施してく
ださい）
■清掃内容　道路や側溝などのごみ拾い、空き缶
等の回収、道路にたまった土砂の収集など、各地
域の自治会で決定してください。
■清掃後のごみ処理
　収集されたごみは分別し、指定された収集日に
出してください。
　なお、土砂はまとめて燃やさないごみの日に出
すか、空き地などのくぼ地に埋めてください。（他
人の土地には捨てないでください）
■その他　遠軽地域の一部では、遠軽建設業協会
の協力により土砂の収集を行いますので、自治会
の指示により実施してください。
　なお、降雪等のため土砂の収集を中止する場合
がありますので、ご了承願います。

　

問住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211
白滝支所☎48 ‐ 2211



31 平成30年４月号

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

（
遠
軽
地
域
）

　

生
後
91
日（
３
か
月
）以
上
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
は
、
室
内
犬
・
室
外
犬
に
関
係

な
く
、
所
在
市
町
村
に
生
涯
に
１
度
飼
い

犬
を
登
録
し
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
４
月
16
日（
月
）か
ら
22
日

（
日
）ま
で
の
期
間
、
遠
軽
地
域
を
対
象
に

巡
回
で
の
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
生
田
原
・
丸
瀬
布
・
白
滝
地
域

は
５
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
え
ん
が
る
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
日
程
・
時
間
・
会
場

　

下
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
登
録
料　
１
頭
３
千
円

■
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

１
頭
３
１
１
０
円（
注
射
代
２
５
６
０
円

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

※案内ハガキを持参してください。
※料金は、おつりがないようにご準備ください。
※犬にはしっかりと首輪・引き綱を付け、注射の際は飼い
主が犬を押さえてください。

※犬のふんの後始末は、飼い主が行ってください。

１年に１回、必ず
狂犬病予防注射を
受けてください。

■巡回・畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表（遠軽地域）
日時 住所 実施会場 担　当

獣医師 日時 住所 実施会場 担　当
獣医師

４
月
16
日（
月
）

9:30 ～ 9:40 丸大 丸大会館前

吉田
獣医師

４
月
20
日（
金
）

9:30 ～ 9:40 清川 清川公民館前

吉田
獣医師

10:00 ～ 10:20 留岡 家庭学校様正門前 10:00 ～ 10:20 西町3丁目 ヒロ美容室様向空地

10:40 ～ 10:55 学田1丁目 学田団地集会場前 10:40 ～ 10:55 西町2丁目 西町住民センター前

11:15 ～ 11:30 学田3丁目 ㈲斉藤自動車整備工場様前 11:15 ～ 11:30 西町1丁目 ㈲三宮商会様裏空き地

13:20 ～ 13:40 1条通北8丁目 遠藤児童公園7丁目側 13:30 ～ 13:50 西町3丁目 いがらし電器様前

14:00 ～ 14:10 岩見通北11丁目 ドリーム美容室様前 14:10 ～ 14:25 東町3丁目 向遠軽公民館前

14:30 ～ 14:50 岩見通北9丁目 学田住民センター駐車場 14:40 ～ 15:10 東町1丁目 武道館駐車場

４
月
17
日（
火
）

9:30 ～ 9:50 2条通北4丁目 日新工業㈱様横

高松
獣医師

４
月
21
日（
土
）

9:00 ～ 9:30 大通北5丁目 紋別保健所遠軽支所前

高松
獣医師

10:05 ～ 10:25 1条通南2丁目 むすび屋様前 9:45 ～ 10:05 1条通北3丁目 役場庁舎前

10:40 ～ 11:00 大通南4丁目 遠軽町図書館駐車場岩見通側 10:25 ～ 10:55 東町2丁目 基幹集落センター駐車場

11:15 ～ 11:30 宮前町 遠軽神社様駐車場 11:10 ～ 11:30 1条通北1丁目 げんき21駐車場

13:30 ～ 13:45 湯の里 湯の里会館前 13:20 ～ 13:40 福路1丁目 遠軽町防災センター前

14:05 ～ 14:20 若咲内 若咲内会館前 14:00 ～ 14:30 西町3丁目 はたの商店様向空き地

14:50 ～ 15:00 瀬戸瀬東町 深澤ログ工房様前 14:50 ～ 15:20 寿町 見和商店様前

15:10 ～ 15:20 野上 野上会館前 15:40 ～ 16:00 南町2丁目 いわね団地公園前

４
月
18
日（
水
）

9:30 ～ 9:40 栄野 栄野会館前

吉田
獣医師

４
月
22
日（
日
）

9:00 ～ 9:20 南町2丁目 いわね団地公園前

吉田
獣医師

10:15 ～ 10:25 若松 若松会館前 9:40 ～ 10:10 寿町 見和商店様前

10:50 ～ 11:00 社名淵 社名淵体育館前 10:30 ～ 11:00 西町3丁目 はたの商店様向空き地

13:30 ～ 13:40 豊里 豊里ボデーサービス工業様横 11:20 ～ 11:40 福路1丁目 遠軽町防災センター前

13:55 ～ 14:05 豊里 豊里体育館前 13:30 ～ 13:50 1条通北1丁目 げんき21駐車場

14:20 ～ 14:40 豊里 豊里公民館前 14:05 ～ 14:35 東町2丁目 基幹集落センター駐車場

14:55 ～ 15:15 寿町 高田運送店様前 14:55 ～ 15:15 1条通北3丁目 役場庁舎前

４
月
19
日（
木
）

9:30 ～ 9:50 南町3丁目 南町公民館前

高松
獣医師

15:30 ～ 16:00 大通北5丁目 紋別保健所遠軽支所前

10:10 ～ 10:30 南町3丁目 南ヶ丘公園前

10:50 ～ 11:10 南町4丁目 大角公園前

13:30 ～ 13:45 南町4丁目 ビジネスホテル泉様駐車場

14:00 ～ 14:20 南町3丁目 木楽館駐車場

14:35 ～ 14:45 南町1丁目 若葉旅館様駐車場

■犬の登録は、住民生活課または各支所地域住民課
で随時受け付けます。
■今回の日程で狂犬病予防注射ができなかった場合
は、動物病院で予防注射を受けてください。（料金は
動物病院によって異なります）
■町外の動物病院で狂犬病予防注射を受けた場合は、
狂犬病予防注射済票が交付されませんので、動物病
院で発行された注射済証（紙）と交付手数料550円を
持参の上、住民生活課または各支所地域住民課で交
付を受けてください。
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平成30年度
木楽館工作室開放日のご案内

■開放日（平成30年度）
４月１日（日）・19日（木）　５月６日（日）・17日（木）
６月３日（日）・21日（木）　７月１日（日）・19日（木）
８月５日（日）・16日（木）　９月２日（日）・20日（木）
10月７日（日）・18日（木）　11月４日（日）・15日（木）
12月２日（日）・20日（木）　１月６日（日）・17日（木）
２月３日（日）・21日（木）　３月３日（日）・21日（木）
■開放時間　12:45～17:00　※指導員が１人つきます。
■定員　各日10人
■使用料　５～10月　１回につき１人400円
　　　　　11～４月　１回につき１人600円
※暖房料を含みます。材料代は実費負担で、材料の持込みは
できません。傷害保険は各自で加入してください。

■申込み
・開放月それぞれ２回のうち、１人１回使用できます。
　なお、事前申込みで定員に達していない場合は、当日の受
付で使用できる場合があります。
・まとめて２回以上の申込みはできません。次回の利用を希
望する方は、使用後に翌月以降の申込みをしてください。

申込・問木楽館［（一社）えんがる町観光協会］☎42 ‐ 8360

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す

　

４
月
20
日
か
ら
30
日
ま

で
、
春
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
く
、
一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
被
害
が

大
き
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
や
ご
近
所
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

①
知
ら
せ
る（
１
１
９
番
通
報
）

　
火
災
を
発
見
し
た
と
き
は
、
大
き
な
声

で
火
災
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
、

一
刻
も
早
く
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

②
消
す（
初
期
消
火
）

　

炎
の
高
さ
が
天
井
に
達
す
る
前
で
、
自

分
の
身
長
よ
り
も
炎
が
低
く
、
煙
も
薄
く
、

近
く
に
消
火
器
が
あ
る
場
合
は
、
積
極
的

に
消
火
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
逃
げ
る（
避
難
）

　

煙
に
は
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
毒
ガ

ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
煙

を
吸
う
と
体
が
動
か
な
く
な
り
、
死
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
姿
勢
を
低
く

し
て
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
や
衣
服
の
一
部

を
口
に
あ
て
、
浅
く
呼
吸
を
す
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

問
遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
署

☎
42
‐
２
０
５
０

林
野
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
風
の
強
い
日
が

多
い
た
め
、
山
火
事
や
野
火
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
危
険
期
間

４
月
１
日（
日
）～
６
月
30
日（
土
）

■
林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

４
月
21
日（
土
）～
５
月
31
日（
木
）

　

問
農
政
林
務
課
☎
42
‐
４
８
１
６

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

若
者
の
た
め
の
就
労
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
持
つ
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
者
や
ご
家
族
の
相
談
に「
オ

ホ
ー
ツ
ク
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
ま
ず
は
お
話

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
４
月
27
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
遠
軽

■
予
約　
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

予
約
・

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
５
７
‐
５
７
‐
３
１
３
６

スマホ版 「川の防災情報」
川の水位や雨の状況など、情報をいち早く入手

　川の防災情報は、川の状況をリ
アルタイムでお知らせする国土交
通省のホームページです。湧別川
の水位や川の様子のほか、雨の降
り方を確認することができます。
■確認できる情報
・設置した水位計で、川の水位がリアルタイムで
確認できます。

・カメラの映像で、川に近づかなくても状況を確
認できます。

・今、どこでどれくらいの雨が降っているのか確
認できます。

　スマートフォンで、アドレスを入力するか、
右の二次元バーコードを読み取
り、ホームページにアクセスし
てください。
■アドレス
　http://www.river.go.jp/s/

　

問国土交通省 北海道開発局網走開発建設部
　☎0152 ‐ 44 ‐ 6470・☎0152 ‐ 44 ‐ 6451
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北
見
高
等
技
術
専
門
学
院

機
動
職
業
訓
練「
ビ
ジ
ネ
ス

基
礎
科
」募
集
の
ご
案
内

　

機
動
職
業
訓
練
と
は
、
再
就
職
の
支
援

を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。

　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト
に
よ
る
文

書
や
帳
票
作
成
等
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
習

得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
に
至
る
技
術

・
技
能
を
学
び
、
さ
ら
に
簿
記
の
資
格
を

取
得
し
、
職
業
人
と
し
て
の
実
務
に
即
応

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
習
得
し
て
、
就

職
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
訓
練
期
間　
５
月
11
日（
金
）～
９
月
10

日（
月
）［
土
日
・
休
日
を
除
く
］

■
訓
練
時
間　

１
日
６
時
間（
午
前
９
時

～
午
後
３
時
40
分
）

■
対
象
者　

一
般
求
職
者（
主
に
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方
）

■
定
員　

15
人（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
取
得
資
格　
２
・３
級
ワ
ー
プ
ロ
技
士
、

２
・３
級
表
計
算
技
士
、
日
商
簿
記
３
級

■
願
書
受
付

・
期
間　
４
月
24
日（
火
）ま
で

・
提
出
書
類　
入
学
願
書
、
健
康
に
つ
い

　

て
の
自
己
申
告
書

■
費
用　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
が
１
万
３
５
０
０
円
程
度
か
か
る

ほ
か
、
各
種
３
級
の
検
定
を
受
験
す
る
場

合
は
、
１
万
３
千
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

■
実
施
場
所　
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー（
岩
見
通
北
10
丁
目
１
番
地
４
）

■
そ
の
他　
雇
用
保
険
受
給
者
は
訓
練
期

間
中
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
基
本
・
受

講
・
通
所
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
・

問

北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張
所

☎
42
‐
２
７
７
９

遠紋地域人材開発センター

安全教育等実施のご案内
■「安全教育等」講習科目・日程・受講料

講習科目 日程 受講料

振動工具安全教育（伐木除く） ４月18日（水） 10,000 円

玉掛け安全衛生教育※ ４月19日（木） 11,000 円

車両系建設機械（整地等）
安全衛生教育※ ４月20日（金） 11,000 円

伐木（小口径チェンソー）特別教育 ４月21日（土）
　～22日（日）

17,000 円

刈払機安全教育 ４月23日（月） 11,000 円

※「建設労働者確保育成助成金」対象講座

■申込期限　４月10日（火）※助成金申請の場合は４月３日（火）
■実施教習機関　㈱日立建機教習センタ北海道教習所（北海道労
働局長登録教習機関）
■実施場所・申込み
遠紋地域人材開発センター（岩見通北10丁目１番地４）
☎42 ‐ 4037

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

遠軽中学校１９７８年（昭和５３年）卒業
同窓の皆様へ

　卒業40周年の節目を記念して、５月19日（土）に札幌市内で、
８月12日（日）には遠軽町内で懇親会を予定しています。
　多くの皆様と、ふるさと遠軽の思い出を楽しみたいと考えて
いますので、案内状が届いていない方はぜひご連絡ください。

　

問遠軽中学校1978年（昭和53年）卒業生
　菊池宜紀☎090 ‐ 3892 ‐ 3840



ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ（
か
っ
こ
内
目
的
）

・
生
田
原
安
国　

槙
ミ
ヨ
ノ
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

７
万
円（
遠
軽
地
区
広
域
組
合
運
営
資
金
）

・
南
町
２
丁
目　

中
木
美
和
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

５
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

平
成
29
年
度
累
計（
２
月
末
現
在
）

１
０
７
９
件　

１
３
５
１
万
１
千
円

※
う
ち
、
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
分

　

24
件　

58
万
円

34平成30年４月号

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
そ
の
他　
応
募
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細

や
応
募
方
法
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・

問
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

実
行
委
員
会

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目 

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階


０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

FAX
０
１
１
‐
２
３
３
‐
４
３
５
１

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinsa@
yosakoi-soran.jp

第
27
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
祭
り
審
査
員
を
募
集

し
ま
す

■
日
程　
６
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

■
活
動
場
所

札
幌
市
中
央
区
大
通
公
園
周
辺

■
応
募
条
件

・
平
成
30
年
６
月
時
点
で
中
学
生
以
上

・
参
加
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

・
い
ず
れ
か
１
日
の
指
定
さ
れ
た
時
間
に

審
査
が
可
能
な
方
な　

　

ど

■
応
募
期
限　
４
月
20
日（
金
）必
着

■
募
集
人
数　

１
１
０
人（
定
員
を
超
え

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

　皆さんの意思に関係なく送り付けられてくる迷惑メール。
中でも多いのが「架空請求」に関するものです。
　以前から、大手サイトの名前をかたり、お金をだまし取ろ
うとする手口がありましたが、近頃は「総合消費料金の未納
について」といった題名で「連絡がなければ法的措置を行う」
「直接家に集金しに行く」など脅すとともに、メール本文中に
ある連絡先に連絡させて、個人情報を得ようとする手口が増
えています。
　利用していない料金を支払う必要はありませんし、連絡す
る必要も全くありません。迷惑メールは無視しましょう。
　「全く身に覚えはないが不安だ」「業者に連絡して個人情報
を漏らしてしまった」ということがあれば、お気軽にご相談
ください。

身に覚えのない迷惑メールは無視しましょう

消費者トラブル注意報！

　町では、悪質商法による被害や、契約の際のトラブルなどの消
費生活に関する相談を受け付けています。
　相談内容によって問題解決の助言や情報提供を行
い、必要に応じてあっせん等も行っています。
相談・問
遠軽町消費生活相談窓口（商工観光課）☎42 ‐ 4819
または各支所産業課　生田原支所☎45 ‐ 2013
丸瀬布支所☎47 ‐ 2213　白滝支所☎48 ‐ 2212

消費者教育
PRキャラクター
「かしこしか」

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

ダ
ム
か
ら
の
放
水
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
は
雪
解
け
・
降
雨
に
よ
り
湧

別
川
の
水
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
川
遊

び
や
釣
り
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
は

「
ス
ピ
ー
カ
ー
」と
遠
軽
橋
河
畔
・
え
ん
が

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
入
口
・
丸
瀬
布
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の「
電
光
表
示
盤
」で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
安
全
な
場
所
に
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
電
力（
株
）旭
川
水
力
セ
ン
タ
ー

遠
軽
土
木
課
☎
42
‐
２
３
８
９

　

問



国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157 ‐ 25 ‐ 9635　住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211平成30年４月号35

年金事務相談を　　　
　　ご利用ください

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相
談を開催し、年金相談や手続を行っています。
　予約制で行いますので、利用される方は相談日
の１か月前から１週間前までにご予約ください。
日時や場所は、次のとおりです。皆さん、どうぞ
ご利用ください。
　なお、相談の際は、予約後に送付される予約票
等をご持参ください。
■日時　５月15日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
※次回の相談日は７月19日（木）です。
■場所　げんき21
■予約・問い合わせ
　北見年金事務所お客様相談室
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6007
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6008
※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につな
いでください。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
対
象
に

な
っ
て
い
る
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

等
に
在
学
す
る
方
で
、
所
得
が
一
定
の

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
の
承
認
期
間
は「
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
」で
、
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

　

申
請
に
は
申
請
書
、
印
鑑
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）

が
必
要
で
す
。

　

申
請
先
は
、
役
場
住
民
生
活
課
及
び

各
支
所
地
域
住
民
課
で
す
。
継
続
し
て

申
請
さ
れ
る
方
で
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
申
請
書
等
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
そ

ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
め
る「
追

納
」を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気になる
ことは…

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

が
発
送
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
は
、

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
が
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た

納
付
書
に
よ
り
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
各
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を

納
め
な
い
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
納
付
期
間
が

不
足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
下
旬
に
な
っ
て
も
納
付
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、
北
見
年
金
事
務
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。

　

北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
９
６
３
５

国
民
年
金
の
加
入
方
法

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
が
異
な
り
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
す
。

　

加
入
手
続
は
、
ご
自
分
で
住
所
地
の

市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　

加
入
手
続
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
で
す
。

　

加
入
手
続
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

　

手
続
の
際
に
年
金
手
帳
な
ど
、
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
延
滞
金
の
発
生
や
、
納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
納
付
義
務
の
あ
る
方
と
は
、
被
保
険

者
本
人
と
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務

を
負
う
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

　

問
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農
政
林
務
課椿つ

ば
き

谷や

真し
ん

　隊
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
椿
谷
で
す
。

着
任
し
て
か
ら
の
半
年
間
は
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
身
に
付
け
る
期
間
と
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
さ
ら
な
る
勉
強
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
、
北
見
市
で
行
わ
れ
た
第

三
者
経
営
継
承
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
各
地
の
事
例
紹
介
や
、
第

三
者
継
承
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
の
方
策
な
ど
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
の
多
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
第
三
者
継
承
を
さ
れ
た
方
の
講
演

で
は
、
継
承
に
必
要
な
も
の
、
望
む
制

度
な
ど
が
、
経
験
し
た
方
な
ら
で
は
の

目
線
で
語
ら
れ
、
大
変
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
軽
町
農
業
担
い
手
対
策
協

議
会
の
活
動
で
は
、
３
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
遠
軽
版
・
農
業
人
フ
ェ
ア
に
向

け
た
準
備
の
一
つ
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
の

製
作
に
携
わ
り
、
ど
う
す
れ
ば
人
の
目

を
引
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
き
は
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
周
知
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
よ
り
皆
様
の
目
に
と
ま
る
よ
う

工
夫
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
迎
え
た
遠
軽
版
・
農
業
人

フ
ェ
ア
の
第
一
弾
と
な
る「
農
業
に
お

け
る
第
三
者
経
営
継
承
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」に
は
、
農
業
者
や
関
係
者
な
ど
60

人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
経
営
を
移
譲
し
た
方
、
経
営
を
譲

り
受
け
て
就
農
し
た
方
、
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
を
し
て
い
る
地
域
農
業
者
の

方
を
お
招
き
し
、
地
域
農
業
者
の
核
と

な
る
存
在
や
移
譲
す
る
側
に
も
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
制
度
の
必
要
性
、
研
修
先
は

あ
る
け
れ
ど
就
農
先
が
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
た
め
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
第
三
者
継
承
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
大

変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
協
議

会
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
ま

ず
は
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
遠
軽
町
の
農
業
を
盛
り
上
げ

る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

商
工
観
光
課

中な
か

野の

由ゆ

り里
　隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
２
月
に

行
っ
た
協
力
隊
企
画
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

え
ん
が
る
ロ
ッ
ク
バ
レ
ー
ス
キ
ー

場
ロ
ッ
ジ
は
、「
道
内
初
と
な
る
ス
キ

ー
場
併
設
の
道
の
駅
」建
設
に
向
け
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
解
体
工
事
に
入
る
予

定
で
す
。

　

そ
こ
で
長
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
き
た
ロ
ッ
ジ
の
思
い
出
を
何

か
形
に
し
て
残
し
た
い
と
考
え
、
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
は
、
ロ
ッ
ジ
の
写

真
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ

た
町
民
の
皆
さ
ん
の
写
真
も
盛
り
込
み

た
い
と
思
い
、
２
月
11
日
と
12
日
に
、

ロ
ッ
ジ
内
で
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
写
真
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
は
、
撮
影

参
加
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
町
内
の
公

共
施
設
な
ど
に
も
閲
覧
用
と
し
て
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。
見
か
け
た
際
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ロ
ッ
ジ
前
で
記
念
撮
影
を
行

う
人
も
多
い
と
考
え
、
顔
出
し
パ
ネ
ル

な
ど
撮
影
を
盛
り
上
げ
る
小
物
を
作
製

し
、
約
２
か
月
間
、
ロ
ッ
ジ
内
に
設
置

し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
良

い
企
画
だ
ね
」「
面
白
い
ね
」「
遠
軽
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
、
温
か
い

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

も
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、

平
成
29
年
度
の
任
期
終
了
を
も
っ
て
、

隊
員
と
し
て
の
活
動
を
終
え
、
遠
軽
町

を
離
れ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
１
年
８
か
月
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▶
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▶
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
。
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



とても粘り気が強いマグマが噴火する
ことで生み出されます。身近な食べ物
に例えると、ピーナッツバターよりネ
バネバしたマグマです。このようにマ
グマがネバネバしていると、ガラスに
なりやすいという特徴があります。
　ガラスでできている石だからこそ、
加工がしやすく割れた断面が刃物のよ
うに鋭くなり、石器の材料として重宝
されました。黒曜石は、ずっと昔から
人々が自然と関わりあっていたことを
示す石なのです。白滝ジオパークの黒
曜石をきっかけに、人と自然との関わ
りをぜひ感じてください。

　松浦武四郎が湧別川沿いを旅する
中で見つけた黒曜石。武四郎が「モン
ベツ石」として記録したのは、他の石
と比べて特別に黒く輝いた不思議な石
だったからなのでしょう。岩石にはそ
れぞれ成り立ちがあり、私たちと大地
の関わりや、大地の歴史をひもとく重
要な役割を果たします。それでは、白
滝ジオパークの目玉である黒曜石は
いったいどのような大地の成り立ちを
私たちに教えてくれるのでしょうか。
　黒曜石は、そのほとんどがガラスで
できているという非常に珍しい特徴を
持っており、マグマが冷えて固まるこ
とで生み出されます。しかしながら、
火山の噴火によってできる石すべてが
黒曜石のような輝くガラスの石になっ
ているわけではありません。そこに
は”マグマの粘り気”という重要な要素
が隠れています。黒曜石はその中でも、 ▲遠軽の大地で輝く黒曜石

「北海道」命名150年連載企画④

松浦武四郎とモンベツ石
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北
海
道
の
産
物
を
ま
と
め
た﹃
蝦
夷

山
海
名
産
図
会
﹄で
、
武
四
郎
は「
モ
ン

ベ
ツ
石
」と
い
う
項
目
を
設
け
、
湧
別

川
か
ら
産
出
す
る
黒
曜
石
に
つ
い
て
詳

し
く
記
述
し
て
い
ま
す（
左
図
1
）。
ま

た
、
同
じ
石
は「
東
地
ト
カ
チ
」か
ら
も

出
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
武
四
郎
は
同
じ
石
と
認
識

し
な
が
ら
も
産
地
の
違
い
か
ら「
モ
ン

ベ
ツ
石
」と「
ト
カ
チ
石
」を
呼
び
分
け

て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
2
つ
の
呼
称
は
、
19
世
紀
の
初

め
頃
の
文
献
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
そ

の
後
、
北
海
道
で
な
ぜ「
ト
カ
チ
石
」が

あ
だ
名
と
し
て
定
着
し
た
の
か
、
そ
の

秘
密
は
ま
た
別
の
機
会
に
ご
紹
介
で
き

れ
ば
。

　
「
カ
ミ
キ
リ
石
」（
大
分
県
姫
島
）、

「
馬ば

て
い蹄
石
」（
島
根
県
隠
岐
）、「
星ほ

し

糞く
そ

」（
長

野
県
）、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
黒
曜
石
に

付
け
ら
れ
た
地
域
名
称
、
つ
ま
り
あ
だ

名
で
す
。
北
海
道
で
も「
ト
カ
チ
石
」が

黒
曜
石
の
あ
だ
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
目
玉
で
あ
る
黒

曜
石
。
そ
れ
は
、
こ
こ
白
滝
地
域
が
国

内
最
大
級
の
黒
曜
石
産
地
で
あ
り
、
ま

た
ほ
と
ん
ど
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
る
た

め
、
約
3
万
年
前
か
ら
石
器
の
材
料
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
き
た
痕
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

白
滝
が
国
内
最
大
級
の
産
地
な
の
に
、

な
ぜ「
ト
カ
チ
石
」と
呼
ば
れ
て
い
る
の

か
。
も
ち
ろ
ん
十
勝
地
方
に
も
黒
曜
石

産
地
は
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
あ
だ
名

に
不
思
議
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
は
、
こ
の
地
域

で
つ
け
ら
れ
た
あ
だ
名

は
な
か
っ
た
の
か
。
そ

の
答
え
を
教
え
て
く
れ

る
の
が
北
海
道
の
名
付

け
親
、
松
浦
武
四
郎
で

す
。

北海道のジオパークを紹介します！

～火山が生み出す天然のガラス？白滝ジオパーク～

▲武四郎が描いた黒曜石の図
『蝦夷山海名産図会』（松浦武
四郎記念館所蔵）

【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐ 2
ジ

0
オ

2
ジ

0
オ

　FAX 48‐2374　電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　http://geopark.engaru.jp/
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

４月１日（日）みずしま内科クリニック
☎42‐3214

遠軽厚生病院
☎42‐4101

４月８日（日） 遠軽厚生病院
☎42‐4101

曽我病院
☎01586‐2‐2001

４月15日（日） はやかわクリニック
☎49‐2525

遠軽厚生病院
☎42‐4101

４月22日（日）瀧本皮膚科クリニック
☎42‐8048

遠軽厚生病院
☎42‐4101

４月29日（日） 遠軽厚生病院
☎42‐4101

遠軽共立病院
☎42‐5215

４月30日（月）みずしま内科クリニック
☎42‐3214

遠軽厚生病院
☎42‐4101

●移動図書館車　やまなみ号

【Ａコース】
日　程 時　間 場　所

４月３日（火）
４月17日（火）

12:40 ～ 13:20 家庭学校

14:45 ～ 15:00 寿町自衛隊官舎

15:05 ～ 15:15 南町自衛隊官舎

15:20 ～ 15:40 みなみ児童館

４月18日（水）
10:10 ～ 10:30 瀬戸瀬小学校

12:35 ～ 12:55 東小学校

４月５日（木）
４月19日（木）

10:10 ～ 10:25 遠軽小学校
※５日は休止

10:50 ～ 11:00 学田団地集会所

12:45 ～ 13:00 南小学校
※５日は休止

15:00 ～ 15:20 ひがし児童館

４月20日（金）
10:05 ～ 10:25 安国小学校

12:30 ～ 13:00 生田原小学校

【Ｂコース】
日　程 時　間 場　所

４月10日（火）
４月24日（火）

12:50 ～ 13:20 丸瀬布小学校

15:00 ～ 15:10 遠軽新聞社横

15:15 ～ 15:30 にし児童館

４月11日（水）
４月25日（水）

11:10 ～ 11:30 ほのぼの

12:30 ～ 12:50 白滝総合支所前

13:00 ～ 13:20 白滝小学校

丸瀬布図書室 １日（日）・８日（日）・15日（日）
22日（日）・29日（日）・30日（月）

丸瀬布昆虫生態館 ３日（火）・10日（火）・17日（火）
24日（火）

丸瀬布郷土資料館 27日まで冬季閉館

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター

土日・休日休館
※28日（土）～ 30日（月）は開館

４月
体育施設

文化施設

休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体育
館、遠軽町武道館、高齢者ス
ポーツセンター、遠軽コミセ
ン、青少年会館、社名淵体育
館、瀬戸瀬コミセン

２日（月）・９日（月）・16日（月）
23日（月）

生田原スポーツセンター、遠
軽町郷土館

２日（月）・９日（月）・16日（月）
23日（月）・30日（月）

生田原図書館、白滝図書室 ２日（月）・９日（月）・16日（月）
23日（月）・29日（日）・30日（月）

遠軽町図書館 ２日（月）・９日（月）・16日（月）
23日（月）・27日（金）・30日（月）

２日（月）　２種混合予防接種（15:45 ～・げんき21）

３日（火）　２種混合予防接種（15:45 ～・げんき21）

９日（月）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）

10日（火）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）

11日（水）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）

12日（木）　４か月児健診（13:00 ～・げんき21）

　　　　　１歳児健診（13:45 ～・げんき21）

18日（水）　１歳６か月児健診（13:00 ～・げんき21）

20日（金）　春の健診（6:00 ～・生田原福祉センター）

　　　　　水痘・日本脳炎・麻しん風しん予防接種
　　　　　（13:30 ～、16:00 ～・まるせっぷ厚生クリニック）

21日（土）　春の健診（6:00 ～・げんき21）

22日（日）　春の健診（6:00 ～・げんき21）

23日（月）　春の健診（6:00 ～・げんき21）

24日（火）　春の健診（6:00 ～・白滝国際交流センター）

　　　　　水痘・日本脳炎予防接種
　　　　　（13:00 ～・生田原診療所）

25日（水）　春の健診（7:00 ～・安国公民館）

　　　　　３歳児健診（13:00 ～・げんき21）

●４月　健診・検診・予防接種

２日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

４日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）

６日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

11日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）

13日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

16日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

18日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）

20日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

23日（月）　げんきひろば（13:00 ～・げんき21）

26日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談
　　　　　（10:00 ～・げんき21）

27日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

●４月　健康相談・育児学級

10日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）

　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）

24日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）

　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）

●４月　健康運動教室等



  月4
みんなのカレンダー

39 平成30年４月号

 運転免許

 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415

会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」
１日（日） 優良　17:30 ～ 一般　18:10 ～
８日（日） 違反　 9:00 ～ 一般　11:10 ～
18日（水） 優良　 9:00 ～ 違反　 9:40 ～
28日（土） 優良　 9:00 ～ 初回　 9:40 ～

●文化・スポーツ・イベント

１日
（日）

２日
（月）

３日
（火）

４日
（水）

５日
（木）

しらかば大学（10:00 ～・かぜる安国）

６日
（金）

７日
（土）

童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

８日
（日）

９日
（月）

10日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）

11日
（水）

ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

12日
（木）

シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

13日
（金）

14日
（土）

パパ、ママ、 としょかんにつれてって！【5月13日まで】（9:30～・遠軽町図書館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

15日
（日）

16日
（月）

17日
（火）

ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）

18日
（水）

第1期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

19日
（木）

シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

20日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第1期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

21日
（土）

第31回オホーツク管内中学校バレーボール選抜優勝大会「男子」（9:30～ ・総合体育館）
生田原図書館まつり（10:00 ～・生田原図書館）
キッズ・チャレンジクラブ（10:00 ～・生田原図書館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

22日
（日）

流氷杯争奪第21回オホーツク管内選抜中学生バレーボール大会「女子」（9:10～ ・総合体育館）

23日
（月）

24日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）

25日
（水）

第1期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

26日
（木）

シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）

27日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第1期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

28日
（土）

太陽の丘えんがる公園オープン
丸瀬布森林公園いこいの森オープン
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・丸瀬布図書室）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

29日
（日）

雨宮21号・ＤＬ機関車同時運行（11:00 ～・丸瀬布森林公園いこいの森）

30日
（月）

雨宮21号・ＤＬ機関車同時運行（11:00 ～・丸瀬布森林公園いこいの森）
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図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

新刊紹介
『恨みっこなしの老後』 

【橋田壽賀子】
　嫌な頼まれごとを断るすべ。
老いを自覚せず、見えを張り続
けることの危険性。人間関係を
すっきりさせるお金の使い方…。
92歳現役脚本家が、七転び八起
きの末にたどりついた「自分を楽
にする」生き方をつづる。

長く高い壁【浅田次郎】かちがらす【植
うえ

松
まつ

三
み

十
ど

里
り

】私はあ
なたの記憶のなかに【角

かく

田
た

光
みつ

代
よ

】兵
つわもの
【木

きの

下
した

昌
まさ

輝
き

】虚
きょ
談
だん
【京

極夏彦】青くて痛くて脆
もろ
い【住野よる】卑弥呼の葬祭【高

たか

田
だ

崇
たか

史
ふみ

】クローゼット【千
ち

早
はや

茜
あかね

】おまじない【西加奈子】
あるいて行くとぶつかるんだ【椎名誠】オリジン（上・
下）【ダン・ブラウン】シリアの秘密図書館【デルフィー
ヌ・ミヌーイ】きのこレシピ【石澤清美】育てて楽しむ
ウメ百科【三輪正幸】新版画作品集【西山純子】マラソン
ランナーへの道【鍋倉賢治】

■童話の時間　土曜日　午前11時～ 11時30分
　遠軽町図書館では、絵本の読み聞かせ、紙芝居の後
に映画を上映しています。会場は遠軽町図書館の視聴
覚室です。親子でお気軽にお越しください。
７日　『おじゃる丸～キスケ牛』ほ　　か
14日　『ねずみのすもう』
21日　『恋ははかなく』
28日　『ろばになった旅人』

■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを行います。
　10日（火）・24日（火）　各日午前11時から

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。

町
内
の
各
学
校
に
お
い
て
も
例
外

な
く
、
別
れ
の
時
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
、
遠
軽
高
校
は
１
７
５
人
、

町
内
中
学
校
は
１
６
０
人
、
町
内

小
学
校
は
１
６
４
人
が
卒
業
を
迎

え
、
各
学
校
と
も
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
や
友
人
と
の
別
れ
を
惜
し

む
姿
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寂
し
い
気

持
ち
は
涙
と
と
も
に
流
し
、
良
い

思
い
出
と
し
て
胸
に
残
し
つ
つ
、

新
た
な
出
会
い
の
待
つ
新
生
活
へ

向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
、
が
ん
ば

れ
！

■生田原図書館
　21日（土）　午前10時30分から
■丸瀬布図書室
　28日（土）　午前10時30分から

ねずみのすもう

遠
軽
町
図
書
館

祝
日
も
開
館
し
ま
す
!!

　遠軽町図書館では、こどもの読書週間に合わせて、大型絵本の展示
やひみつの絵本バッグの貸出し、絵本の読み聞かせを行います。
　ひみつの絵本バッグは「くるま」や「うみ」など、テーマ別に図書館え
りすぐりの絵本２冊を、中身が見えないようにして貸し出します！
　また、期間中は「りとる」と書かれたボードが出ているときに、図書
館職員がいつでも絵本の読み聞かせをする「ときどきりとる」を行いま
すので、お気軽にカウンターに声を掛けてください。
　ぜひ、ご家族皆さんで遠軽町図書館にお越しください！

パパ、 ママ、 としょかんにつれてって！
4/14（土）
　～5/13（日）

　

今
月
の
特
集
は「
図
書
館
司
書

の
オ
ス
ス
メ
」ど
ん
な
本
が
選
ば

れ
る
の
か
、
お
楽
し
み
に
！

　

大
通
南
４
丁
目
の
遠
軽
町
図
書
館

は
、
さ
ら
に
町
民
の
皆
様
に
身
近
な

図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
年

度
も
祝
日
に
開
館
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
本
や

雑
誌
も
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
に
本

を
読
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

遠軽町図書館（大通南４丁目）

祝日開館
4月29日（日）・5月3日（木）
5月4日（金）・5月5日（土）

臨時休館
4月27日（金）・5月25日（金）
※月曜日は通常どおり休館。

　嫌な頼まれごとを断るすべ。
老いを自覚せず、見えを張り続
けることの危険性。人間関係を
すっきりさせるお金の使い方…。
92歳現役脚本家が、七転び八起
きの末にたどりついた「自分を楽
にする」生き方をつづる。

今
月
の
表
紙

４月「童話の時間」～遠軽町図書館～

４月「絵本の読み聞かせ」

 遠軽町図書館42‐3632
　

問
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